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行 事 予 定（11月から３月）

１日（木） 金曜振替授業

２日（金） 創立50周年記念磐陽祭準備

磐陽祭前夜祭

３日（土） 倉U立50周年記念磐陽祭

７日（水） 第３回TOEICりp試験

（３年・専１年）

10日（土）～11日（日）

全国高専デザインコンペティ

ション2012

（小山高専主催／日鴎大学東

キャンパス）

13日（火）～26日（月）

後期中間試験期間

25日（日） 全国高専ロボットコンテスト

2012（両国国技館）

28日（水） 金曜振替授業

29日（木）～30日（金）

学年・学科行事日

５日

８日

16日

22日

( 水)

(土)

(日)

( 土)

学生会役員選挙

専攻科社会人入試

吹奏楽定期演奏会

～１月６日（日）

冬季休業

閉寮

28日 （金） ～１ 月３ 日 （木）

学 校 閉鎖期 間

2０１３年

⑨

㈲

㈲

６ 日

７ 日

８日

10日

16日

19日

26日

26日

30日

１日

15日

18日

19日

21日

24日

26日

(日)

(月)

(火)

(木)

(水)

(土)

(土)

(土)

( 水)

( 金)

( 金)

( 月)

(火)

(木)

(日)

(火)

開寮

授業 開始

木 曜振 替 授業

学 習 到達 度試 験 （工学 系４ 学科 ３年 生対 象）

基 礎 学力 標準 試 験 （数 学）

（工学 系 ４学科 ２ 年生対 象）・ 他学生 は 臨時 休業

専 攻 科特 別研 究中 間発 表会 （１ 年）

推 薦 による 選抜試 験

～27 日 （日 ）

全国 高専 英語 プレ ゼン テ ーショ ンコ ン テ スト

（国立 オリ ンピ ッ ク記 念青 少年 総合 セン ター ）

卒業 研 究発表 会 （電気 ）

学生 総会/ 専 攻科 特別 研究 最終 発表 会 （２年 ）

～ ７日 （木） 後 期期末 試 験

後期 授業 最終 日 （月 曜振替 授 業日 ）

～22 日 （金） 補講期 間

卒業 研 究発 表会 （機械 、コミ ）

～22 日 （金）

卒業 研 究発 表会 （物質 、 建設 ）

学力 検 査日

～３月 ４日 （月 ）

再 試験 期間

28日（木） 寮送別会

１日

７日

(金)

(木)

終 業式

地 域テ ク ノフ ォーラ ム

専 攻科 特別 研 究公 開発表 会 （２ 年）

15日 （金） 卒業証 書・ 修了 証書 授与 式

（い わき 芸 術文 化交 流 館アリ オ ス）

16日 （土 ） 閉寮

入　学　試　験　の　日　程

【専攻科】●社会人 特別選抜

・出願期間

・選択試験日

・合格発表日

【本　 科】●推薦による選抜

・推薦入学願書受付期間

・推薦による選択試験日

・内定通知発送日

●学力検査による選抜

・願書受付期間

・学力検査日

一合格発表日

11月26 日

12月８日

12月13 日

2013年

１月４日

１月19日

１月24日

２月８日

２月24 日

３月１日

(月) ～11月30日( 金)

(土)

(木)

(金) ～８日( 火)

(土)

(木)

(金) ～13日( 水)

(日)

(金)

編　集　後　記

93号の学校だよりを発行できました。ご協力頂いた皆様に御礼申し上げます。創立50年、様々な

ところで50年という時間の重みを感じました。学校だよりか、その瞬間とも言える時間を切り抜い

て福島高専の空気をお伝えできていれば幸いです。　　　　　　　　 広報委員長 内田 修司
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新入学生210名、編入学生２名、専攻科生21名の皆様の福

島高専へのご入学をお慶び申し上げますO 誠におめでとうご

ざいます。

また、ご列席の保護者の皆様、お子様のご入学を心からお

祝い申し上げます。

例年になく寒かった冬が過ぎ、春の暖かい風を感じる季節

になりました。今にも開花しそうに董が膨らんだ桜の木のも

とで、多数の新入学生諸君を福島高専に迎えますことを、教

職員、在校生一同、大変喜ばしく存じております。

皆様が入学した福島高専は、昭和37年、国立工業高等専門

学校の第一期校として、他の11の高専と共に創立され、本年

３月末で、創立後ちょうど50年が過ぎました。本日入学した

皆さんは本校への第51回目の入学生になります。ご存知のよ

うに､すべての国立高専が平成16年に一つの独立行政法人「国

立高等専門学校機構」として法人化され、現在、福島高専を

含む51の国立高専が55のキャンパスで運営されています。こ

の間、本校から、およそ7000名の創造性と実践性を併せ持つ

卒業生・修了生が巣立ち、さまざまな産業分野で活躍してい

ます。東日本大震災からの復興元年といわれる年に福島高専

に入学した皆さんには、地域の復興と新しい日本の創成のた

第51 回 入 学 式 及 び

平 成24 年 度 編 入 学 式

並 び に 第 ９回 専 攻 科 入 学 式 式 辞

福品工業高等専門学校長 奈　良　 宏　 一

めに、先輩達に負けずに活躍ができるよう、本校でしっかり

と勉学を積み重ねていただきたいと思っています。

福島高専は、東日本大震災からの地域の復興を支援するた

めに、昨年度、地域復興支援室を立ち上げました。この支援

室に新たに教員を配置し、震災や津波からの街の復興、並び

に、福島県が目指す原子力依存からの脱却と再生可能エネル

ギーによる産業振興の支援のために、減災、原子力安全及び

再生可能エネルギー分野での教育・研究による人材育成に取

り組んでいます。この人材育成と教育研究のために､本校に、

さまざまな教育研究設備が導入され、今年度から本格的に地

域支援をスタートする予定です。本日入学した皆さんも、ぜ

ひ、地域が必要とする技術分野で故郷再生を支える事が出来

る人材になることを目指して勉学に励んで下さいO

皆さんは、これから、本校で専門的な知識を身につけてい

くわけですが、本校では、どのような勉強をすべきかがわか

るように、教育理念、学習・教育目標、養成する人材像、卒

業時に身につけるべき能力などをきめ細かく定めていますO

教育理念だけを簡単に説明しますと、まず、本校の教育理念

の第一は「広く豊かな教養と人間力の育成」です。皆さんは、

将来の職場のリーグとして、まず、技術や専門知識以前に幅

広い教養と人間力を養わねばなりません。

教育理念の第二は「しっかりした基礎力に基づく創造性と

実践性の育成」です。本校では、専門基礎力と実践的実験・
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実習を重視して教育を行い、皆さんに 創造性と実践性を兼　 ｜
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ね備えたイノベーションを起こしうる専門家に育ってもらい

たいと思っています。

第三は「国際性とコミュニケーション能力の育成」ですO

現在のようなグローバル化した社会では、異なった環境に住

む人々と、相手に尊敬の念を抱きながら情報交換できるだけ

の知識と教養を身につけておく必要があります。

この３つが教育理念ですが、その下に６項目の学習・教育

目標を定め、さらに、個々の教育目標の具体的な項目を掲げ

ています。本校で勉強する皆さんには、能力の一つ一つが身

についたかどうかを半年ごとにチェックシートで確認しなが

ら勉強してもらうことになっています。

高専は、これまでの中学校とは違い、先生に勉強を教えて

もらいにくる場所ではなく、そこで自ら勉強をするための高

等教育機関です。講義等では、自ら疑問を持ち、自ら調べ、

わからないところを先生に質問して確かなものとする姿勢を

保って下さい。本校では、皆さんが本校で得る実力を確かな

ものとするために、教員がきめ細かな指導を行ったうえで厳

密な試験と採点を行っています。１点足りなくても単位を取

得できませんし、その学年の必修科目が１単位だけ足りなく

ても進級できませんO 年度末になって困らないように、普段

から計画的に勉強してください。

その一方で、高専で学ぶ５年間では、勉強と同時にクラブ

活動を楽しみ、かつ、何でも話せる友人を作ってください。

クラブ活動や友人によって皆さんの人間力が育くまれます。

福島高専は、卒業後のさまざまな進路を提供しています。

５年間の課程を終えて準学士の称号をもって就職することも

できますし、本校の専攻科に進み、大学卒と同じ学士の学位

を得ることもできます｡また､大学の３年生への編入学への道

や、高専卒業生のための大学である技術科学大学へ進学して

修士または博士までの工学一貫教育を受ける道もあります。

今から､保護者と相談して自分が進む道を見据えながら､日々

健康に気を付けて、夢と希望を持って勉学に励んで下さい。

次に、専攻科への入学生諸君。諸君は、本科５年間で修得

したことを基礎に、専攻科でさらに高度な基礎科目と専門科

目を学ぶことになります。

本科４、５年から専攻科までの本校の工学系カリキュラム

である「産業技術システムエ学」プログラムは日本技術者教

育認定機構（英語表記の頭文字を並べてＪＡＢＥＥと呼んで

います）から世界水準の工学系大学教育プログラムであるこ

とが認定されています。ビジネス系のコミュニケーション情

報学科から進学するビジネスコミュニケーション学専攻も、

本年度、経営工学分野でこのＪＡＢＥＥの審査を受ける予定

ですＯ ＪＡＢＥＥ審査では厳密な試験・採点と厳密な単位認

定がなされているか否かを厳しく審査されますので、甘い成

績評価は決してありませんO 緊張感を持って勉学に励んで下

さい。

専攻科の教育プログラムを通して、諸君には、特に、地球

的視野で考えられる能力、知識創造の時代に柔軟に対応でき

る能力、新しい産業技術を創造できる能力を養ってもらうと

ともに、教育・研究を通じて地域の復興に貢献してい匹 き　 Ｘ

たいと思っています。専攻科生として後輩の良き手本となる　 ＝

ように日頃の勉学に励んで下さい。

大学院への進学など将来の自分の進路を考えて、今から計　；

画的に勉強をしてください。

最後になりますが、日本が、東日本大震災から復興するま

でには、まだ十年単位の時間がかかります。本日入学した皆

さんが本校を卒業する頃は、復興の先まで見た日本再生の槌

音が最も大きくなる時期であり、卒業後、皆さんは、その直

中に入ることになります。

皆さんが本校を巣立つまでに、人間力、創造力、実践力、

コミュニケーション能力を身につけ、災害に強く、かつ、世

界に負けない新しい日本を創世するための大きな力となるま

でに成長していることを祈念して、式辞と致します。
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震災復興人材育成の

本格的な開始
教務主事
青　柳　克　弘

本年度から 震災復 興のための人 材育

成が本格的に始まり まし た。夏季 休業

中に、本科５年生を 対象として集中講

義で 「環境 ・エ ネルギーエ学 」を 実施しました。後 期から は金 曜日

の７、８ 校時目に「放射線 管理学概論」、「防災通 信工学」が開講さ

れて いますO 受講 者数がそ れぞれ28名、47名、38名 と多 く、 関心の

高さがう かがわれます。平 成25年度 からは専攻科 に復興人材育成特

別コ ース（学 生定員５名増 ）を設置し、再生可能 エネルギー、原子

力安全、 減災 工学の３分野に おいて地域復興に必要 な教育を実施し

ます。新た に配置し た教員 と関連分野の 教員か 連携して、 本科 の基

礎の上 にさら に専門性を深 め、 かつ 震災復興で活躍 でき る知識をも

つ人材を育成しま す｡ 来年度の専攻科 入学内定者27名（10月 １日現 在）

の内15名がこ の特別コ ースを 選択し ており、 地 域復 興のために役に

立ち たいと いう 学生の強い 意欲を感じま す。こ の他にも、 社会人特

別教育プログ ラム と称し て中 小企業 の従業員の技術力と知識 の向上

を図って地 域企業の競争力を 高めるとともに、 被災者の雇用機会拡

大に貢献することを主な目的とした社会人教育も行 います。

以上 のよう に本校は総力を 挙げ て復興に貢献でき る人材の育成に

取り 組んでいきます。

寮の近況報告

寮務主事

鳥　 居　 孝　 栄

昨年度から引き続き寮務主事を

務めております鳥居です。震災後

の建物の修復は、ほぼ完了しまし

た。ただ、原発の影響などで、い

まだに通学が困難な学生がいますので、今年も寮で受け入れ

て支援しています。また、昨年震災の関係で中止となった、

新入寮生歓迎の行事である新舞子ウォークについて、実施す

るかどうか検討しましたが、まだ新舞子近辺の復興が十分で

はないということで、今年も実施を見送り、それに代わる行

事を行うこととしました。いろいろアイデアを出し合って検

討した結果、歓迎の運動会を実施することになりましたO 結

果は､大成功で､寮生にも大変好評でした｡ただ､新舞子ウォー

クという行事も大変伝統があり、有意義な行事であるので、

来年度以降は、今回成功した運動会を継続していくのか、新

舞子ウォークを復活していくべきか、検討していくこ｡ととし

ました。

また、震災後の修復以外にも、生活環境・施設設備の整備

改善は今年度も進めていきます。特に女子棟の安全・管理面

の充実を図りたいと考えております。

４ 学咬たよりづ,93

乙

思いやりの絆

学生主事
鈴　 木

一

一

一
男

私も本校に赴任して30年近くに

なります｡私か年をとったせいか、

靉近の学生は素直で真面目である

反面、何か心の余裕がなく、クラ

スや学科内での学生間の連帯感が薄れ、福島高専生としての

フライトが段々失われて来ているように感じています。

今年は本校創立50年の節目の年です。加えて今年は東北地

区高専体育大会、ロボコン東北大会、校内体育大会、磐陽際

などが開催される年でもあります。これらの行事を成功させ

るには、教職員と学生会を中心とした学生の協力が不可欠で

す。学生一人一人が積極的に協力しあい、その結果を互いに

共有することで、互いに思いやりのある強い連帯感という絆

が生まれるはずです。ぜひ、学生諸君にはこれらの行事を通

して、思いやりの絆を築いてもらいたいと思っています。

社会の規則を守る心、他人への思いやりの心、自律心の育

成は本校の教育理念です。これからも保護者の皆様のご理解

を頂きながら、学生指導に力を入れていきたいと思いますの

で、ご協力をお願いします。

専攻科の近況

専攻科長
大　 槻　 正　 伸

昨年度は大震災があり大変な年

でしたが、今年度は落ち羞きを取

り戻し専攻科では例年通り授業、

研究等を行っております。

７月には１年生の第１回特別研究発表会があり、各自今後

の研究の方向性について発表しました。２年生は９月中に全

員学位授与機構に提出する学修成果レポート等の書類を整備

しました。 12月には学位小論文試験がありますが今年度も全

員の学位取得を目指します。

さて、福島高専では今年度初めてフラン スとの交流を始め

ました。まず４月～６月にはフランスからの留学生２名を受

け入れ、９月には学生を３名（内専攻科生２名）フランスに

派遣しました。３名は約１ヵ月の研修後10月初旬に帰国しま

した。来年度以降も専攻科生を中心にフラン スへの留学生派

遣を活発に行うことを考えております。

来年度からは文部科学省の「大学等における地域復興のた

めのセンター的機能整備事業」の予算により、専攻科に「復

興人材育成特別コース」が設置されます。これは再生可能エ

ネルギー、原子力安全、減災工学の３分野の知識を習得し、

復興で活躍できる人材を育成するものです。

このように、専攻科では新たな取り組みをしつつ教育・研

究の充実にむけて取り組んでまいります。

入れ替わって、新井真人先生（物理科）・市川誠先生（英語科）・廣瀬大輔先生（数学科）・飯田毅士先生（数学科）の

４名が４月に 次いで、加藤明子先生（英語科）・津田宰―先生（数学科）が10月に着任しました。６名の先生方は、そ

れぞれの分野で素晴らしい研究業績を挙げておられるとともに、教科教育・学生指導に強い情熱をお持ちです。

一般教科においては、福島高専の専門教育を支える基礎的能力を養うことを目標として、実力・個性ともに優れた教員

が日々努力を積み重ねております。

機械工学科の近況

機械工学科長 高　 橋 章

今年度の５年生の進路は、18人が進学希望で、このうち７人が東京大学を含む大学編入学、

８人が本校専攻科に合格しております。残りの３人は推薦入学の大学受験を予定しています。

また、24人が就職希望で、このうち３人が公務員試験受験のために勉強中です。10月になって

から募集する企業もあり、全員の進路決定までは、もう少し先になります。

さて、優秀な機械技術者を育てる「異学年協働によるループ型創造性実践教育」は、平成21

年度から23年度までの３年間、文部科学省の大学教育・学生支援推進事業に採択されて予算を受けていた大学教育推進プ

ログラムです。このプログラムは昨年度で終了しましたが、今年度も学内外の予算を獲得し、昨年度までとほぼ同様に実

行しております。その内容は、市民に役立つモノ（機械）を創るために、まず２年生がアイデアを出し、そのアイデアに

対し、専門科目を十分に学習してきた５年生が設計を行います。翌年、その設計を基にアイデアを出した学生か３年生と

なって、実際に機械を製作するというものです。10月に入ってから今年度２回目の２年生による企画の発表会が行われま

した。さらに４年生になると自分たちの経験を３年生や１年生へ講話を行います。機械工学科の１年生から５年生までが

何らかの形でこの教育に関わっており、卒業後は産業界などにおいて大いに活躍してくれることと確信しております。

電気工学科の近況

電気工学科長 鈴　木　晴　彦

電気工学科は、教職員スタッフおよび教育カリキュラムとも平常な状態で、平成24年度をス

タートすることができました。さて最近の話題として、電気工学科助教の植英規（うえ ひで

のり）先生（本校電気工学科卒）が、「平成23年電気学会優秀論文発表賞」を受賞しました。

授賞式は先月の９月20日､平成24 年電気学会Ａ部門大会（秋田大学）で行われました。これは、

本電気工学科が平成13年度から継続して実践してきた「モノづくり実習（４年生の創作実習）」

の、平成22年度の取り組みを、電気工学科教職員の代表として研究会で報告した内容が評価されたものです。

加えて４月より、モノづくりセンター技術職員（おもに電気系実験実習指導を担当）として、谷地舘藍（やちだて あ

い）氏を迎えることができました。谷地舘氏は福島高専電気工学科の卒業生であります。在学中においては、電気工学科

の「モノづくり実習（創作実習）」を積極的に取組んだ経験がありますので、着任当初より「モノづくり教育」の最前線

で活躍していただいています。

さて、昨年度に引き続き、震災による社会経済への影響が大きく、今年度の就職活動も厳しい状況であります。しかし

現在､ 本電気工学科５年生の就職希望者のほとんどが内定を得るに至り、また進学希望者も概ね進路を決定しております。

これからは平成25年春の卒業に向けて、学習・研究に邁進するものと期待しております。

リニ九ｙ伺門学校 ５
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物質工学科の近況
物質工学科長 天　野　仁　司

瓦 ｆ-ヽ X' ヽ　　　　 今年度は震災前の行事予定に戻り、桜の下に新入生を迎えることができました。物質工学科
ｊ

か Ｊヽ 、　　　 の新入生は、例年以上に勉学に励み積極的な学校生活を送っていると、担当の教員から聞いて
………｡'j.tl　　　　

います。私たち教職員も、新入生が過ごす５年間を有意義なものとするために、最大限の支援

をしたいと考えています。

物質工学 の３年生は、 期の創作実 の授業で手動制御の小型 動車をつくり、最後に対

戦型の競技会を行います。今年は初めての試みとして､９月末の補講日に競技会を行いました。

これは、夏休みの期間に、集中してモノづくりに取り組ませたかったからです。その甲斐あって、例年にない完成度の作

品が、白熱した試合を繰り広げました。教育は一日にして成らず、覚えるだけでなく考える時間が大事であると、再認識

させら れたイベントでした。後期のマイクロコンピュータ制御の課題も、大いに期待できそうです。

教職員では、14年半お勤めいただきました鴨下先生が、前期で退職されました。福島高専では、微生物・培養工学系の

授業を担当したいただいたほか、吹奏楽部の指導教員として、学生の指導をしていただきました。後任には、11月１日に

尾形先生が静岡大学から着任されています。

建設環境工学科の近況
建設環境工学科長 緑　 川　 猛　 彦

今年度から建設環境工学科長を拝命致しました。年齢的には上から５番目でまだまだ若輩者

ですがよろしくお願い致します。さて、建設環境工学科の教員団ですが、育児休暇中の田村綾

子先生のピンチヒッターとして、４月より２年間の任期付で林久資先生を迎えました。 林先生

の専門は山岳トンネルですが、学生時代にティーチングアシスタントとして測量を教えていた

経験があるということで､現在は測量学および測量学実習をメインに授業を担当しております。

その他は昨年と同様で、男性教員９名女性教員１名の計10名で授業を行っています。また学生

の動向についてですが、建設環境工学科への女子学生人気が継続的に高よっていましたが、とうとう今年度の１年生では

女子学生数が19名となり工学系学科でトップになりました。全体では69名であり学科の33％を女子学生が占めることにな

ります。建設業界での女性の活躍が目覚ましい中、この中から日本を代表する女性技術者が育ってくれることを願うとと

もに、男子学生にも底力を発揮してもらいたいと思っています。就職・進学状況については例年通り好調です。昨年度か

らの震災特需で民間企業の求人数が増加している事に加え、福島県職員やいわき市職員等の地方公務員の求人数が大幅に

増加しており、就職希望者にとってはより選り取り見取りの状況です。進学ではこれまでの大学編入に代わり、本校専攻

科の人気が量・質ともに増加傾向にあります。

以上のように、学科全体としては順調ですがこれも学生の実力のおかげです。この実力を継続できるよう建設環境工学

科教員一同取り組んで参りますので、ご家庭におきましてもご支援ご協力のほどよろしくお願い致します。

せんが、最近では、ＯＧ、

るようになりました。

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 情 報 学 科 の 近 況

コミュニケーション情報学科長 坪　井　晋　也

コミュニケーション情報学科では、今年度42名が入学しました。また、卒業予定の５年生35

名については、ほぼ全員の進路が定まりつつあります。１年生については、だいぷ学校生活に

慣れてきた頃でしょう。５年生は、就職される方、進学される方と二分されますが、双方とも

期待と不安の毎日ではないかとおもいます。

これまで、高専の文系学科という存在が、社会でなかなか理解されていなかった面は否めま

ＯＢの活躍から、徐々にではありますか、その知名度、理解度が高まってきたことが実感され

ＯＧ、ＯＢの就職先においても、また進学先においても、高く評価されて、積極的に採用、進学受け入れがなされてい

るといえます。

今年は、創立50 周年記念事業などもあることから、こうした様々な機会を利用して、さらにその知名度、理解度を高め

ていきたいと考えています。

６　孚心たよりVO193
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機 械 ・ 電 気 シ ス テ ム エ 学 専 攻 の 近 況

機械･電気システムエ学専攻長 鈴　木　晴　彦

平成24年４月、新たに８名が機械・電気システムエ学専攻へ入学し、２年生８名と合わせ16

名の在籍となり、専攻科の平成24年度授業がスタートしました。

今年度の専攻科生のインターンシップは、昨年度同様、実施期間を約２週間程度に短縮しま

したが、現在までに全員が無事実施することができました。特に今年度から、東北地区高専と

フランス北部 にノール・パ・ド・カレ地城）にあるＩＵＴ（技術短期大学）との交流協定によ

る国際インターンシップが始まりました。本校からは本科４年生１名、専攻科生２名が、約５週間のプログラムに参加し

ましたが、本専攻からは男子学生１名が、フランス北端部の街カレー（Ca圃s ）にあるＩＵＴでインターンシップを実施

しました。私は約１週間引率しましたが、現地での本校学生の積極的な行動は大変素晴らしいものでした。

一方、２年生の就職活動も幸い順調に進み、８月には就職希望者全員が内々定を頂きました。内定先は、日立製作所、

Ｎ丁丁ファシリティーズ、日新電機、また地元企業では古河電池、常磐共同火力であります。また進学希望の学生か東北

大学大学院、東京工業大学大学院への進学を決定しました。今後は12月の学位試験に向け、更なる活動が続きます。

物 質 ・ 環 境 シ ス テ ム エ 学 専 攻 の 近 況

物質･環境システムエ学専攻長 車　田　研　－

本年度、物質・環境システムエ学専攻は１年生７名、２年生11名でスタートしました。２年

生については、過年度生１名が前期で修了し、ほか10名は後期開始をまたずして全員来春の修

了後の進路が決まりました。むろんこれは学生各人の努力・研銅のたまものと考えています。

１年生は今夏それぞれにインターンシップにとりくみました。それぞれに学ぶところ、感じる

ところが多かったと思います。御協力いただいた各企業・大学のスタッフ様方へは感謝の念が

たえません。

今年度は、５か年プロジェクトの地域復興人材育成事業を担当される特任教授の霜田宜久先生、佐藤正知先生がスタッ

フに加わりました。また、前期いっぱいで、当福島高専に14年半おつとめいただいた鴨下祐也先生（物質工学科）が御都

合で職を退かれました。

社会状況ふくめ、高等教育機関の針路に影響をおよぼすようなうごきはつねにいろいろとあります。しかし、わずかに

数年の学校生活で修得できることがいかに一見大海のなかのしずくのように量的には限られていても、遠い将来、卒業生

に「たかが学校、されど学校 あれはよかった」といってもらえるような、ながもちする勉学の場にできるよう、われわ

れ専攻としてくじけずに尽力を続けていくことが肝腎だと思っています。

ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 学 専 攻 の 近 況

ビジネスコミュニケーション学専攻長 渡　部　美紀子

本 専 攻 に は 、

学 し て い ま す 。

ま す 。

平成24年度６名の新入生が入学し、そのうち１名はカナダへ１年間の予定で留

１年生５名と２年生５名とを合わせて計10名で本年度の授業かスタートしてい

４月から10 週間にわたって、提携校のカレー科学技術大学から二コラとショナの２名のフラ

ンス人のインターンシップ生を受け入れました。国際交流委員長はじめとしたご尽力もあり、

また芥川教授にはスーパーバイザーとしてお世話をして頂き、２名とも大変満足して帰国の途につきました。

１年生のインターンシップに関しては、当方からリールＡへの海外参加者もおり、バラエティに富んだ内容になりまし

た。それぞれに貴重な体験となったのではと思っています。

また本年度の２年生は全員就職を希望しており、すでに３名は内定をいただいております。小論文試験や最終発表等、

これからも２年生にとって大事な予定が詰まっています。最終学年の最後の半年を、悔いのないよう過ごして欲しいと考

えています。

徊ロエ尾高町り門学二 ７
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インターンシップ報告

私の牛ヤノンアネルバでの１日は、朝のラジオ体操か

ら始まり、配属先の装置開発部というところで、朝礼、

勉強会に参加し、主にＣＡＤでの設計や、３Ｄモデルを

使用した応力解析などを行いました。ＣＡＤは学校での

授業よりも詳しく学ぶことかできました。さらに、２週

間のインターンシップで会社の社員さんと生活を共に

し、普段学校では学ぷことのできないリアルを知ること

かできました。どんな雰囲気で仕事をしているの？食堂

はどんな感じなの？休み時間の過ごし方は？など、会社

の１日の流れを通して、さまざまな疑問を解決すること

かできました。

/-
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今年の夏休み、私は茨城県にあるキューピーの五霞工

場でインターンシップをさせていただきました。

今回、私か配属したのは、ドレッシングの多品種少量

生産をしている「製造三課」というところです。

作業は、瓶やボトルをベルトコンベアに延々と乗せた

り（今回のインターンシップ中だけでも１万本以上は乗

せたと推測されます）、ドレッシングの材料を仕分けた

りしました。この仕分け作業は、一つ一つの材料を測り

８
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インタ ーン シ ツフを終えて
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電気工学科４年 阿久津祐哉

私は、京セラ福島棚倉

工扁にインターンシップ

でお世話になりました。

京セラは、半導体部品を

はじめとする電子部品、

耐熱や耐摩耗に優れた

ファインセラミックス、

太陽光発電システムな

ど、幅広く事業展開して

いる企業です。

その中で私か今回お世

話になったのはＰＨＳや

その基地局、３Ｇ端末といった通信機器を製造している

工場で、部署は品質保証部に配属させて頂きました。今

回の研修の内容として

は、まず製品の中に使

われる部品の不具合や

不良がないかを見つけ

る検査を行いました。

この作業は製造の最初

の工程なので、後々製

品自体に不具合を出さ

ないための重要な作業

ﾊﾞ … … … … … …
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フジキンでの研修を終えて
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でした。その次に、完成した製品を出荷する前に、本体

を検査する出荷検査を行いました。それから、ユーザー

から不具合として返却された初期返却品の不具合状況の

確認作業を行いました。この作業は製品にどのような不

具合、不良がでるかを確認・統計することによって製品

の品質向上につなげます。不慣れながらもやりがいのあ

る仕事でしたし、自分なりに理解して取り組むことがで

きたと思います。

今回の研修では、日頃学べないことを自らの体で体験

することができ、充実した一週間を過ごすことが出来ま

した。また、企業で実際に作業に取り組むことで自分

の就 職 への印 象が 以前よ

り 明 確なも の となり 、 仕

事を するこ と に対 する 興

味･ 関心 が深 まり まし た。

こ の研 修は私 にと って 貴

重 な 経 験 と な り ま し た

し、 こ の経験を 自 分 の将

来に 生 かし てい き たい と

思い ま す。 今 回お 世話 し

て頂 い た企業 の方 々に は

とて も感 謝し てい ます。

電気工学科４年 斎藤　匠

今回 私は、 イ ンタ ーンシ ップ で 株式会 社 フジ キン の筑

波 フジ キン研 究 工場 に５日 間お 世話 にな り まし た。 株式

会 社フ ジ キンは、 半 導体 用超 精密 バルブ 機 器や 宇 宙開発

用 超 精密バ ルブ 機器な ど のバ ルブ 機器を 中 心に 製作し て

いる 会 社で す。 バルブ 機 器以外 で は、 海洋 開発 用な がれ

（流 体）制 御シ ステ ム機 器を研 究し てい ま す。こ の機器

のノウ ハウを 活 かし て筑 波工場 で は、チ ョウ ザ メ の孵化

制 御や 飼育技 術､ 水質 制 御の技 術開 発が 行わ れてい ま す。

今回 、 私が配 属さ れた 部署は 生産 管理 課 という とこ ろ

で し た｡こ の課で は､ 梱包､ 発注 通り に数を 合 わ せる 作 業、

出 荷な どを 行っ てい まし た。 梱包作 業 は、 小さ な部品 か

ら 大き な部品 を 決めら れ た入 れ方で 箱詰 めし ま した。 出

荷 作業 は、リ スト を 見な から荷 物を 段 ボー ルに つ めたも

のがそ のま ま出荷 先 にい ってし まう た め、 特に 慎重 にし

なけ れば いけな い

作業 でし た。

今 回 のイン ター

シッ フで は、 学校

では 学ぶ こと ので

きな いいろ いろ な

こと を学 ぶこ とが

でき まし た。 特に

大切 だな と思 った

こと は、挨 拶 です。 社員の人たちはすれ違うと「おはよ

うございます」などの挨拶してくれました。日頃から互

いに挨拶などのコミュニケーションをとっているからか

社員さん同士がとても仲好くて、とてもいい雰囲気でし

た。雰囲気が

いい こ と に

よって、連携

がう まくと

れ、いい仕事

が でき る ん

だろ う なと

思いました。

指図工又口町専円丿岐　 ９

ｉ

－

本校では、４年生と専攻科１年生に、校外実習・実務研修などの科目を設定し、

企業などの協力を得て、インターンシップを実施しています。校外、実務の場身を

置くことで、技術者の役割を認識すること、学校で習得している知識が実社会でど

のように活用されているのかを理解することをそれぞれの学生が理解することを目

的としています。本校では、個々の経験をそれぞれの学習に活かし、社会人として

必要とされる知識などを卒業までに身に着けるように､教育と指導を行っています。

キ ャノン アネル バでのインタ ーンシップ　 機械工学科４年 高紫　貫爾

私はインターンシップに行くまで、会社は学校の延長

のようなものだろうと考えていました。しかし、会社と

学校は全くの別物でした。会社では何をするにも責任を

持たなければなりません。社員１人１人がプロフェッ

ショナル意識を持って仕事に取り組んでいます。そんな

中で責重な経験をすることができて、たった２週間で大

きく成長できたと感じました。今回の経験をこれからの

生活に生かし、将来そんな技術者になれるよう日々精進

していきたいと思います。

キューピー株式会社でのインターンシップ　回工回４４ 中藤 夏海

終える度に何度も本人チェックや承認の確認が出る仕組

みで、そういったシステムがキューピーがモットーとし

ている「安全で高品質」な商品を作り出しているのだな

と感じました。

また、配属先の方の配慮により、作業の合間に製造三

誄だけでなく他の課の内部も工場見学をさせていただく

ことかできました。様々なところにボトルやキャップ、

ラベルなどを確認するセンサがあり、そして大量のド

レッシングか高速で流れていく光景は実に圧巻でした。

食品関係の製造機械にとても興味かおる私にとっては、

この工場見学はすごく貴重な経験でした。

今回のインターンシップでは、仕事に伴う責任、そし

て周りの方とのコミュニケーションをうまくとることの

重要さについて学べました。こういった、得ることがで

きた経験を今後の生活や、来年の就職活動に活かしてい

こうと思います。
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企業 でのインターンシップ　 回 工回１４４ 紺野 貴裕

私は株式会社ク

レオヘ２週間、イ

ンターンシップに

行ってきました。

最初は、どのよう

な人たちとどのよ

うな仕事をするの

か分からずに不安

ばかりでした。し

かし、実際に現場に行ってみると、とても親切な方たち

でとても楽しくできました。クレオでの仕事は最初の１

週間は開発実験の手伝いをさせていただきました。これ

はある一定時間経過後の残留塩素濃度を調べる実験でし

た。こちらは学校でもやっている作業かあったので、い

つも通りにできました。２週間目は会社にあった機械な

どを使って、創作をしました。創作は慣れない作業ばか

りで少し抵抗がありましたが、会社の方がしっかりと丁

寧に教えてくれました。

クレオでのインターンシップは、他の高専からの参加

者もいました。全国の高専から自分を含めて５人いまし

ぷ ‾‾‾‾ ‾ ‾"‾……… …… ‾………‘ ……‾‾'‾ ‾`‾' ‾･ ‾‾ ‾ ‾
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た。さまざまな高専からきていたこともあり、それぞれ

の高専の話を聞くことができました。

また、２週間の間に会社の方に何度か食事に連れて

行ってもらいました。会社の方には、高専を卒業して、

就職をした方もいらっしゃり、楽しく会話もでき、面接

をするときに気をつけることなど、これからの就職をす

る際に、気をつけることを詳しく聞かせていただきまし

た。

今回のインターンシップを通して、たくさんの人と出

会い、いろいろなことを学びました。この経験はこれか

らの学校生活や将来の就職活動などに活かせる大切な経

験となったと思います。

大学でのインターンシップ　 回工回４４ 小泉 亜未

私は９月10日から

９月14日までの５日

間、山形大学物質化

学工学科宍戸研究室

にて実習を行いまし

た。主に、「木質バ

イオマスを原料とし

たメタノール水蒸気改質触媒調整」という、研究室の学

生か今年度の卒業研究で行っているテーマをもとに、実

験を行ったり、講習を受けたりしました。

実習では、熱天秤や窒素吸着装置、ガスクロマトグラ

フィー、走査型電子顕微鏡（ＳＥＭ）といった、これま

で使用した経験のない装置を使わせていただきました。

高価な装置もあり、操作する際は緊張しましたが、良い

経験になりました。特にＳＥＭによって粒子の表面を撮

影したことは非常に心に残っています。このように新し

いことを学ぶ一方、試薬の調整方法などでは共通点が

あったり、普段の授業で学んでいることか役立ったりも

しました。そのため、高専での学習をもっと頑張らなく

てはいけないと改めて感じました。

学校yこよりVO193

高専しか知らない私には、大学での生活はとても新鮮

で、視野が広がったように感じました。また、高専と大

学の違いも多く感じました。特に感じたのは、高専では

何かと先生方に頼りがちですが、大学では自分のことは

自分でやらなければいけないことが多いということで

す。これから社会に出るためには、もっと人間的に成長

していかなければならないと思いました。進学を考えて

いる私には、山形大学での５日間はとても勉強になり、

充実したものになりました。今回学んだことを無駄にせ

ず、残りの高専生活に役立て、将来につなげていきたい

と思っています。最後に、忙しい中、実習の機会を与え

ていただき､お世話していただいた山形大学の宍戸先生、

および宍戸研究室の皆さんに感謝いたします。
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東 日 本 旅 客 鉄 道 株 式 会 社　 建設環境工学科４年 竹村　瑞希

私はＪＲ東日本 大宮支社 設備部 設備土木課におい

て２週間のインターンシップをさせて頂きました。短い

期問ではありましたが、今回のインターンシップを行う

………、　　　　　　　 にあたって与えられた課
¶k■　　　　　　 ■

て爪jiiへ　 謳忙 岫 ⊇
題である「ＪＲ東日本の

安全安定輸送に対して、

保守土木部門が果たす役

割」についてしっかりと

考えさせて頂きました。

私か配属された設備土

木課は、主に鉄道関連施

設の防災工事や老朽化対

策などを担当していま

す。新しく「作る」とい

う仕事に対して、既存のものを「守る」という仕事に大

変興味がありインターンシップに応募しました。

私は今回本当に多くの現場を見学させて頂きました。

事前に社員の方と連絡を密に取り、勉強したい内容に

沿ったカリキュラムを作って頂いたので、毎日が驚きと

感動の連続でした。知らないことばかりで質問の連続で

あったにも関わらず、みなさんの丁寧な御指導のおかげ

で着実に理解を深めることができました。

耐震補強工事や風防災、雨防災や劣化対策などさまざ

戸 ゛ …… ‾……‾……

インターンシップを通して学んだこと

私は大阪ガスにイン

ターンシップをするに

当たり、特に知りたい

ことか２つあり まし

た。

１つ目は、大阪ガス

が環境保全のためにど

のような取り組みを

行っているのかについ

てです。大阪ガスの使う天然ガスは環境にも優しく、人

体に影響もないクリーンなエネルギーでした。また、大

阪ガスの作っている機器には、環境に配慮した作りに

なっており、省エネで動かせるものばかりでした。他に

も環境面だけでなく、地震対策などにも万全を期してい

ました。

２つ目は、高専で学んだ知識は会社に入って活かせる

ものはあるのかについてです。高専卒の社員の方々に聞

いたところ、大阪ガスに限りますが、業務に活かされる

知識はほとんどなく、むしろ入社してから学ぶべきこと

の方が多く、高専での勉強よりもずっと大変だと伺いま

した。しかし、大阪ガスの業務は様々あり、大変なもの

ばかりなのですか、どれもやりがいのあるものばかりで

した。
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椙Ｃエ茫に等耳門学校 １１

まな現扁を見学させて頂いて最も感じたことは、携わる

人々の数の多さでした。私たちが当然のように利用して

いる鉄道を動かす為に、毎日膨大な数の人々が汗を流し

ています。安全であることはたしかに当然のことであり

大前提ですが、決して簡単なことではありません。現状

に満足することなく、より高い安全性を実現する為に誇

りを持って仕事に取り組む姿は本当に素敵でした。

また、社員の方とのフリートーキングの時間を設けて

頂き、さまざまなお話を聞かせて頂いたのも今後の勉学

及び就職活動に向け大きな糧となりました。この２週間

で学んだことを決して無駄にせず、悔いのない学生生活

を過ごせるよう、頑張ろうと思います。ＪＲ東日本のみ

なさん本当にありがとうございました。

建設環境工学科 ４年 吉田　将大

インターンシップを通して、私は進路自体まだ曖昧で

したが研修をしていくうちに高専卒、大学卒から就職し

た時の違いなど自分の知りたい部分が生の声で聞け、今

後進路を決める上での重要な資料となりました。また、

どこの事業所へ行っても社内の雰囲気がとてもよく、社

員の方もとても元気で、優しい方たちばかりでとても楽

しく研修をすることができました。また、大阪という、

地元から遠く離れた場所で１週間すごし、とても貴重な

経験ができよかったです。また他の高専生と交流をし、

皆しっかりと自分の進路を決めており、自分の考えの甘

さも思い知ることができ、知識の面だけでなく心の面で

も大きく成長することができました。これを機に、今後

の高専生活をより一層努力していきたいと思います。
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インターンシップを通して コミュニケーション情報学科４年 根本　 瞳

私は８月13日から24日までの２週間、文部科学省の文

教施設企画部施設助成課でインターンシップをさせてい

ただきました。施設助成課では小中学校・特別支援学

校・小中一貫校における学校整備や耐震強度についての

調査や業務を主に行なっています。特に東日本大震災以

降、重点を置いている耐震強度については直接都道府県

に出向いて改善を促すほか、資金の援助など、耐震化に

特に力を入れていました。さらに、学校の建物だけでな

く天井や照明などの非構造部材の耐震化についても調査

もしていました。耐震化以外にも太陽光パネルを学校に

設置することや緑のカーテンを利用することをはじめと

戸

ツフを終えて

したエコスクール、地元の木材利用の推進、老朽化した

学校施設の対応、統廃合によって使われなくなった学校

や生徒数減少による余裕教室の再利用、特別支援学校の

教室不足などについて地方公共団体への支援を行なって

います。また、金曜日の夕方にはインターンシップ生を

４つのグループに分け各自の実習内容や事前に配布され

た資料に書かれている議題について討論を行う意見交換

会があり自分の配属している課以外の仕事についても話

を聞く機会があり、充実した２週間を送ることができま

した。インターンシップを通して､エクセルを扱う他に、

資料をわかりやすくかつ見やすくするなど、現在学校で

学んでいることが実際仕事の

ｆ　現 場 で役 立つ ことを 実 感する

零，　
こ と がで きま し た。 今 後 の授

業かどのような仕事に役立て

ることが出来るのかを考える

きっかっけにもなり、学校生

活をより有意義に過ごすこと

の大切さを学ぶことが出来ま

した。
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コミュニケーション情報学科４年 佐藤あ ゆみ

１つの企画を自分たちが中心となって進め、無事に終わ

らせることができたということが自信につながっていま

す。

そして､研修でお世話になった社員の方々はもちろん、

アーティストやデザイナー、自分と同世代の学生たちな

ど、そこで出会った「人」は私にとってなによりの刺激

になり、「自分も負けないように頑張らなくては」と感

じました。今後は「楽しいことをやれば人は集まる。人

を動かすのは共感である」という支配人の言葉を忘れず

に、より多くのことに挑戦し、そこで出会う人とのつな

がりを大切に築いていきたいと思います。

－

－

ＩＩ
Ｉ
Ｉ

・

ｊ

Ｉ

。

ニｰ----

｜ 社員に根付く

珈 血 猟 忌 輸 ………i
インターンシップ報告

「安全」の精神　 回 ・ｎ シスラ=ムエ回 お４ 岡本 達也

私は今回インターンシップで、埼

玉県久喜市にある日本信号株式会社

久喜事業所を訪れました。日本信号

株式会社では鉄道用信号、運行管理

システム、改札機、道路用信号等の

交通インフラ事業を行っています。

私は鉄道用信号やＣＴＣ（列車集中

制御装置）などの設計を行うシステ

ム設計部に配属されました。

私か行った作業は、ＣＴＣの仕様

書の作成、新幹線の駅制御装置に関

するデータ整理、鉄道用信号の分類

などでした 研修を終えた後は与え 七

られたテーマで発表会を行いました。ほとんどの仕事は

パソコンを使う作業でしたが、実際の駅制御装置の試験

風景の見学などもありました。パネルのランプが点灯す

るだけなので見た目は地味ですが、これで安全に列車か

運転されているのだと思うと重要な装置なのだと感じま

した。

研修中、似たような書類で一部仕様か異なる部分かあ

り、何故統一しないのか聞いてみました。答えは、「そ

の仕様でそれぞれ安全を確保しているためすぐには仕様

を変えられないｺﾞというものでした。この他にも安全を

ぐ ‾` ･‾･
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インターンシップを終えて

一 一 一

第一に考えている場面が多くみられました。その安全第

一についての考え方が、ときおりぶつかることもあるそ

うですか、日々努力し一歩ずつ改善を進めているそうで

す。これは社員のひとりひとりが安全についての精神を

しっかり身につけているからだと私は感じました。

今回のインターンシップを通して企業の理念や考え方

がいかに重要か理解できました。他にもインターンシッ

プの中で得たことはたくさんあり、どれも有益です。今

後この経験を就職活動や社会に出てから活かそうと思い

ます。

物質・環境システムエ学専攻1年 大塩 智史

私は小名浜石油株式会社で２週間実習を行ってきまし

た。小名浜石油株式会社では仕事別に８つのグループに

分けられていました。そのなかでも私は製品出荷誄、品

質管理課で研修を行いました。研修内容は製品出荷課で

はローリー車への原油運搬補助、原油運搬者への安全教

室の見学などを行い、品質管理課ではタンク中の原油の

成分分析などを行いました。研修か始まるまでは自分の

知識レベルで円滑に研修を行うことができるのかとか迷

惑をかけないで研修できるのかという不安な気持ちで

いっぱいでした。しかし、会社の方はとても親切な方ば

かりだったので、良い緊張感の中で研修に取り組むこと

ができました。

実際に研修を行って一番印象に残ったことは仕事を

行っているときの真剣な眼差しと温かい職場環境でし

た。昼休みまで会社の同僚の方々や私たちと笑って楽し

く会話してたのが、仕事が始まった瞬間「どうすれば良

い製品をお客様にお届けできるか」ということを第一に

考え、一つ一つの仕事に対して正面から取り組んでいま

した。そして、同じ課はもちろん、他の課の方々とも行

事を通して親睦を深めているのが話を聞いてわかりまし

た。

今まで体験したことのなかったことをやらせて頂いた

ことはもちろん、自分たちが普段学校で勉強しているこ

とか会社でどのように使われているかを知ることも出

7‘" ゛で儒卜
、

来ました。自分たちが勉強している内容が実際

に使われている場面を知る機会はなかなかあり

ません。このことは今後の学校生活を送るにあ

たっての貴重な体験になったと思います。

この２週間で経験したこと、学んだことをこ

れからの勉強や生活に活かし、今まで以上に頑

張っていきたいと思います。

最後になりましたが、お忙しい中、研修の指

導のために時間を割いて下さった小名浜石油株

式会社のみなさん、本当にありがとうございま

した。

福ロエヱ丿卜り門学校 １３

インタ ーンシ

私 はい わ き芸 術 文化 交流 館アリ オ スの 広報グ ル ープで

イ ンタ ーン シ ップを し まし た。

アリ オ スには 毎日 子供 から お年 寄り まで 多く の人 々が

訪 れ ます。 そ の人々 の声を 聞い て 背中 を押 し たり 、 活動

を 応援し たり する のもアリ オ ス広 報 の仕事 で す。 私はメ

デ ィア に情 報を 伝える だけが 広報 の仕 事 だと 思ってい ま

し たが、 アリ オ ス 開館当 初から の アウト リ ーチ 事業 であ

る「お でか けアリ オ ス」の活動 に 触れて そ のこと を学 び、

市 民と同 じ目 線 に立 とう とする 考 え方 に深 く共 感し まし

た。

８日 間の研 修 でし たが、 広報 の仕 事 のみ なら ず様々 な

挑 戦をさ せて い ただき まし た。 中 でも 一番 印象 深い のは

同 期間中 にイ ンタ ー ンシッ プ に来 てい た大 学院生 の方 と

「Ｕ-18 も やも や 会議 」 とい う ワ ーク シ ョッ プ を ５日 間

で企 画し 、 開催し たこ とで す。 違う 学 校に 通う 学 生 たち

が自 由に 交流 でき る場を 作り たいと 思い 、 放課後 アリ オ

ス に来る 高 校生や 東京 から 帰省 中 の大学 生 に声を かけ て

イ ベントを 実 現し まし た。 参加 者同 士が 仲良 くなり 、 互

い にパワ ーを もら ってい る 姿が とて も嬉 しく て、 大き な

達成 感 が得 ら れ まし た。 反 省 点も 数多 くあ り ま し たが 、

孚咬たよりVOl.93
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私はいわき市好間工業団地にあるアルパイン株式会社

の･随報システム部で２週間のインターンシップを行いま

した。アJしパインはカーオーディオやカーナビなどの車

載音響機器、情報通信機器の開発・製造・販売を行って

おり、世界中の人々に快適なカーライフを提供していま

す。このようなグローバルな販売・生産・開発体制をＩ

Ｔでサポートするというのが情報システム部の役割でし

た。グローバルなＩＴインフラや使いやすい情報システ

ムを構築し、全アルパイングループのネットワークを統

=,｡ヽ
Ｓ

インターンシップの実施に
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インターンシップ報告
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平成24年度 一日体験入学を終えて

平 成24 年度 の 一日 体 験入 学 は､８月 ４日（土）､５日（日 ）

の一 日半 で 実施さ れま した。 例年通り 、 午前 はい わき 地 区

を午 後 はい わき 地区以 外を 対 象に行 い まし た。

こ こ ５年 間の 参加者 は､ 平成20 年 度687 人､21 年 度793 人 、

22年 度841 人、23 年 度870 人、 今 年 度 は780 人 と 若 干 少 な く

なり まし た。 こ れは、 中 体連 の東 北大 会等 の各 種行 事が 重

な った ため と思 われま すか 、絶 対数 とし ては 大勢 の 参加 者

であり 、 今年 もう れし い悲 嗚を あげ な がら の一日 体 験入 学

となり まし た。

今 年の 各学科 のデモ 実験のテ ーマと 内容等を 紹介 しま す。

＜機械工学科＞

恥
唯

μ
－`　 χ爾f.-.･,･.L.-.y皿
←

｢夢 を カ タ チ に す る

機械」というテーマ名

で、①学科紹介 ②歯

ブラシロボットとペー

パークラフト ③市民

に役立つモノづくり

のデモ実験等が行われ

ました。

＜電気工学科＞

入学者対策専門部会長 松　 本　 匡　 以

＜物質工学科＞

隼

色

｢化学への招待一楽

しい化学の実験室－｣

というテーマ名で、①

無電解めっきの実験

②生物から欲しい物質

を取り出そう のデモ

実験等が行われまし

た。

＜建設環境工学科＞

r　 ｉs９･ご２ｒ ｌ≒ 坪

７ …
…=

マ

1
1
1
1
1
1
F
I
F

♂

』
１

！

Ｉ

ｌ

ｔ

Ｉ

Ｉ

ン

｢ふれてみよう電気･

電子･情報｣というテー

マ名で、①モノづくり

教育にふれてみよう

②高専プロコンヘの挑

戦 ③冷やして浮かそ

う超電導体。冷やさな

いでも浮くぞ…？ のデモ実験等が行われました。

＜ 交 流 コ ー ナ ー ＞

休憩時間等を利用して、①学校紹介 ②入試相談 ③ミ

ニ研究紹介 ④知能ロボコン出場機実演 ⑤休憩コーナー

を設け、実演の見学や相談ができるようにしました。

昨年に引き続き、学校紹介のパネル前で各クラブ・サー

クルの代表学生による課外活動の説明も行われました。

‐
　

‐
‐

7
1
　
　

ｔ
.
1

‐
　
'

イ ン タ ー ン シ ップ を 終 え て　 ビジネスコミュニケーション学専攻1年　菅野　晃司

括 する という 非 常に大 規 模な 事業 に驚 きを 覚え まし た。

その中 で 私は ＰＣ の管 理業 務や、 新 シ ステ ム の体 験テ

スト 、 外国 のユ ーザ ーさ んに 対す る資 料 の翻訳 作業 など

を行 い まし た。 こ れら の業 務 を通し て、 漠 然とし て い た

「 ＩＴ」という も の のイメ ージ を明 確 にする こと がで き、

ま たそ の重 要性も 改 めて 実感 する こと ができ まし た。

今 回イ ンタ ー ンシ ップ を通し て 最も 大切 だと 感じ た の

は、「常 に 相手 の立場 にな って 行動 を する大 切さ 」で す。

情報シ ス テ ム部 で行 わ れ てい る業 務 はも ち ろ んで す が、

今 回 私が 体 験し た業 務 にも 全 てお 客 様 やユ ー ザ ーな ど、

常に相手 が 関係し ており 、 そ こに は 「相手 のた めに 」と

いう こ とが 念頭 に置 かれて い まし た。 英語 の翻 訳作 業で

も、 学 校で は自 分が分 かる よう に 訳せ ばそ れで ＯＫ です

が、 企業 で はそ の資料 を読 む人 が どん な人 か、 相手 のこ

とを 深く 考 えたう えで 、 それ に適し た 訳し方 をし な け れ

ばなり ませ んでし た。

社会 に出 たらより 相手 のこ とを 考え て行動 しな け れば

いけ な いと いう ことを 実感 さ せら れた ２週 間でし た。 今

回学 ん だこ とや 感じ たこ とを、 今後 の 自分 の人 生の 活か

して いき た いと 思いま す。

ご協力を頂きました。御礼申し上げます。

曙ブレーキエ業㈱,㈱ＩＨＩ，会津オリンパス職 あかい菜園㈱,旭化成帆 アステうスファーマテック帆 あす

か製剰匈,㈱東コンサルタント.アルパイン職 アルパイン晴報システム職 アルプス電気圏,㈱アルビオン.泉

電殷瞰 ㈱いわき市民コミ ニIニティ放送,加うすい百貨店,㈲ＡＢＣいわき,㈱ＮＴＴ東日本一福島,側ＦＳＫ．

大阪ガス織 小名浜石油職 小名浜製錬㈱.小名浜海捧運送賑 花王職 力二jメ帆 ㈱加地ｌ]組.北関東空調工業

瞰 キャノンアネルバ㈱ キャノン刺1キニ１ ピ 帆 京セフ織 クレハ錦建設賑 ㈱クレハ.㈱クレハ雷憶 ㈱ク

レオ,佃江東微生物研究所,ＣＯＭ電子開発加,堺化学工業帆 三進金属工業帆 ＪＦＥスチール㈱,jCエンジニ

アIリング呪 ㈱jig.jp.㈱資生気 ㈲品川適信計装サービス,常磐開発㈱,常磐共同火力㈱,新常磐交通㈱.新日

本製鍬鍬 ゼピオ帆 ㈲仙台放送エンタ プつイズ.第　 共プロファ　マ概 ㈱平中央自動車学校.㈱タビッ

クスジャパン.㈱タンガロイ,地質基礎工業職 ㈱つぱさエンタテインメント,㈱ツムラ,鶴見鋼管帆 ㈱テレピ

ユー徊甦 電源開発帆 東新工業㈱,㈱東京ベイホテルズ,東洋システム叫 西松建設瞰 日采丿也質測量設計㈱，

－チハ賑 日新電機琳 日本化成叫 ㈱日本色材工業研究所.日本信号㈱.ネスレ日本㈱.㈱ネクスト畝郵はまし

ん,長谷jl盾刺刺1㈱ハ　 ズ.㈱東日本計算センタ　 ．東日本高速道路概 東日本測量賤 東日太協客鉄道帆

日立化成工業㈱,㈱日の出製作所,福島鵜商工信用組合,福浜大一建設職 制フジキン,富士通概 観富士通工

フサス,畠士フイルムファインケミカルズ㈱.フタバコンサルタント帆 古河電池瞰 堀江工隻帆 三菱地所コ

ミュニティ㈱.三菱電機ビルテクノサービス㈱,㈱ムラコシ精エ リゾートトラスト㈱

茨城大 いわき明星大 京都大,同志社大,東北大 徳島大,豊僑技術科学大 長岡技術科学大,北海道大,山形

大 山梨大 横浜国立大 富山高専，リールＡ技術短期大学(111T A Lille)

いわき市,北茨城市.いわき市国際交流協会,福島県,国土交通亀 文部科学省,(特)創成国際特許事務所.オム

[]ン・高専機構共同教育プロジェクト.原子力研究開7111認( 公)青年海外協力協会

「災害に強いまちを

造る」というテーマ名

で、①安心！安全！水

道水 ②測量を体験し

てみよう　 のデモ実験

等が行われました。

＜コミ ュニケーション|貴報学科＞

「 Ｒｅａｃｈ　 Ｙｏｕｒ

Ｄｒｅａｍｓ!」 と い う テ ー

マ 名 で 、 ① 学 科 紹 介 ②

デ ィ ジ タ ル ワ ー ル ド へ

よ う こ そ ！　 の デ モ 実

験 等 が 行 わ れ ま し た 。
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(31)

(5C)

第１位

第１位
ベスト８

ベスト８

第 １ 位

（51 ） 第 ３ 位

(5M)

(41)

(4M)

第
第

ベス

１ 位

１ 位

卜16

２口 戦敗退

吉田 靖 秋（4C）

２回戦敗退
貝摺秀一郎

２回戦敗退
茫ﾐ賀

佐 藤

高 柴

吉 田

渡辺
鈴木

匠
太一

貫爾
清 秋

智 叫

啓人

■ バ ド ミ ン ト ン （女 子 ）

団 体 戦

シ ン グ ル ス　 沁 葉 なっ み

々　　　 小 塚 千 晶

々　　　 小 椋 優 奈

々　　　　　　瀧　 彩 文

々　　　　　　村上 絵 理 奈

ダブ ル ス　　 瀧　 彩 文

沁 葉 な っ み

々　　　 小 塚 千 晶

小 椋 優 奈

”　　　 西 山余 冲 美

村 上 絵 理 余

秋田大会

■バレーボール

予選リーグ

単決勝

決勝
■バレ ーボール

予選リーグ

(男子)

福島２－ ０

福島２－１
福島２－ ０

福島１－２

(女子)
福島 ０－２

福島２－１

(５Ｍ)

(４Ｄ　 第２位.

(４Ｍ)
(４Ｃ)

２回戦敗退

(51)
(４Ｍ)

1口 戦敗退

(2C)

(51)

(4C)

(31)

(3C)

(31)

(2C)

(51)

(４Ｃ)

(41)

(３Ｃ)

第1f し
第 １位

ベ スト８

ベ スト８

ペ スト８

ベ スト16

第 １位

第２位

１ 回q 戊敗 退

第 ２位
仙台名取

‥一関

八戸
鶴岡

予選敗退

鶴岡
仙台名取

福,烏１－２ 一関

■ソフトテニス(男子)

団体戦
個 人 戦

”

”

々

大 平1'I田 ４

佐 藤 仲耶

高 檎 憲 正

柴 田 直 樹

金 丸 允 駿

佐町 友 啓

佐 藤 喜治

安瀬

■ソフト テニ ス(女子)
個 人 戦

令 帆

西内 瑞生

館野　 涼
坂下和香奈

関端 史果

( ３Ｋ)

( ３Ｅ)

(51)

第 １位

第 １位

(４Ｅ) ペ スト16
(3E)

(2K) ベ スト16

(2M)
(2E)

1回 戦敗退

(1K)

(11) 予 選敗退
(1C)

(1K) 予選敗退
■柔道（男子）

団体枝

個人戦（６０ｋｇ級）
小島 勇 人（４Ｍ）

第 ５位

第 １位
個人戦（60kg 級）

原　 匡彦（IK）ベ スト８

個人戦（73kg 級）
根本 新人（４１）ベ スト８

個人戦（７３ｋｇ級）

安島 優成（31）

］
回戦敗退

■柔道 （女子 ）

個人郡況（４８ｋｇ皺）

猪原 雅代（3 ）） 第１位
圃硬式野球

２回戦

３位決定幟
■サ ッカ ー

Ｉ回戦

準決11券
３位決定戦

●水泳（男子）
学 校対丿･C

100m 自由形

200m 自由形
々

々

400m 自 由 形

々

々

8００ｍ 自 由 形

々

レ

1００ｍ 背 泳 ぎ

万

万

2００ｍ 背 泳 ぎ

々

々

100m 平 泳 ぎ

々

々

200m 平 泳 ぎ

ク

々

100m ノベタ フ ラ イ

福
柵

島 ６

島 ９

２ 回 戦敗 退

７ 仙 台 名 取

10 町;岡

第 ３位

福鳥 ４－２

福鳥 ０－１
福鳥 ３－０

鶴

秋

一

岡

田

関

斉 藤 大 明

猪 狩 聖 人

山･Ｆ　 秀

斉 嘩 大 明

吉111 光 義

猪 狩 聖 人

佐 藤 祐 樹

松|士| 裕 樹

吉 日 光 義

佐 藤 祐 樹

松 田 裕 樹

|||下 賢 也

生 方 歩 高

伊l l l 佳 鰐|

北 鐸 春 樹

生 方 歩 高

北 芹 春 樹

横 山 佳 抑

大 友 ‥一生

lnl子 智 弘

増 田 伊 扶 己

大 友　 一生

増1 士|伊 扶 己

矢 羽 々寛 和

(31)

( ３Ｅ)

( ２Ｍ)

(31)

(1M)

( ３Ｅ)

( ４Ｍ)

(2E)

(1M)

( ４Ｍ)

(2E)

(3M)

(1M)

(3M)

( ５Ｍ)

(IM)

( ５Ｍ)

(3M)

( ２Ｍ)

( ３Ｅ)

( ３Ｋ)

( ２Ｍ)

(3K)

(5M)

第 １も「£

第2f 逞

第 ６ 積l

予 選 敗 退

第 ５ 位

第 ７ 什

第 ８ 僥

第 １ 位

第 ４ 位

第 ６ 位

第 １ 位

第 ３ 位

第 ７ 位

第 １ 位

第8f 立

予 逃 敗 退

第 ］位

予 選 敗 退

予 選 敗 退

第 １ 位

第 ４ 位

予 選 敗 退

第 １ 位

第 ６ 位

第 ８ 位

山 口 修平 （5K） 第 ３位
/ﾉ　　　　四倉 悠介 （1K） 予選敗退

yx　　　　紺野 貴 裕（4C）　 失格

２００ｊｎノベタフライ
|川介 悠介 （1K） 第 ４位

”　　 紺野 貴裕 （4C） 第 ５位

々　　 木下 小鉄 （2M）途中棄権
２００ｍ個 人メドレー

圓 子 智弘（3E） 第 １位

々　　 山口 修平（５Ｋ） 第２位
”　　 森下 英樹（２Ｅ）予選敗退

400m リレー（生方・斉藤・山口・佐藤）

第 １位

800m リレー（佐藤・生方・猪狩・松田）

第 １位
400m メド レーリレー

（生方･大友･山 江|･佐藤）　　　 第 １位

９

１

’

ｊ

り
1
1
1
1

■水泳 （女子）

学校対抗

100m 自由形

200m 自由形

50m 背泳ぎ

100m 背泳ぎ

100m 平泳ぎ

々

小野 品子

若松 真純

鈴木 姫花
猪狩あ ゆみ

yjヽ lf 品 子
若松 真純

鈴木 姫花

佐 々木 夏子
200m 平泳ぎ　 佐 々木 夏子

50m バタフライ

(2C)

(31)

(41)

( ５Ｍ)

(2C)

(31)

(41)

(2C)

(2C)

第 １

第 １

第 ６

第 ２

第 ３

第 １

第 ２

第 ２

第 ４

第 ２

位

位
位

位

位
位

位
位

位
位

大 橋 星 花 （口 ） 第 ２ 位

100m バ タ フ ラ イ

大 橋 星 花 （11 ） 第 １ 位

x/　　　　　　猪 狩あ ゆ み （５Ｍ） 第 ３ 位

200m リ レ ー （小 野 ・若 松 ・ 大橋 ・ 鈴 木）

第 １ 位

400m リ レー （小 野 ・若 松 ・ 人橋 ・ 猪 狩）

第 ２ 位

200m メド レ ー リ レー

（小 野 ・ 鈴 木 ・大 橋・ 若 松）　　 第 ２位

一 全 国 大 会一

回陸 上 競 技

米 了一高 専

（ コ カ ・ コー ラウ エ スト ス ポ ーツ パ ー ク）

（男 了-）

学 校 対 抗　　　　　　　　 第13 位

100n1　　　 相 沢 賢 吾 （5D 予 選 敗 退

々　　　　 占 和口 廉 （1K ） 予 選 敗 退

２００ｎｌ　　　 占 和口 廉 （1K ） 予 選 敗 退

４００ｍ　　　 庄 司　 陽 （3K ） 予 選 敗 退

８００ｍ　　　 遠 雌 達 匝 （5C ） 予 選 敗 退

１５００ｍ　　　 遠 藤 達 也 （5C ） 予 選 敗 退

々　　　　　　　永山 聖 也 （4M ） 予 選 敗 退

５０００ｍ　　　 佐 藤 利 紀 （1M ） 第13 位

々　　　　　　　遠 藤 直 弥 （４Ｅ）　 棄 権

１１０ｍＨ　　　 神 部　 光 （２Ｋ） 予 選 敗 退

４×100m R　　　　　　　　 第 ３位

（相 沢 賢 吾 ・ 吉 田 将 大 ・ 庄 司 陽 ・ 古 和 口

1淑）

４×400mR　　　　　　　　 第 ３ 位

（ 庄 司 陽 ・ 久 保 田 祐 樹 （３Ｋ）・ ｙlll将 大 ・ 古

和 口 廉）

走 高 跳　　　 宮原 遼 太 郎 （3M ） 第20 位

走 幅 跳　　　 吉 田 将 大 （４Ｋ） 第16 位

三段 跳　　　 吉 田 将 人 （４Ｋ）　 棄 権

や り 投　　　 渡 遍 隆 也 （1C） 第 ４ 位

Ｏ 第58回福島県高等学校 体育大会 県大会
瞳陸上 競技 （男子）

4001H　　　 神部　 光（２Ｋ） 第５位

（東北大 会出場）

走高 跳　　　 宮原 遼太郎 （３Ｍ） 第５位
（東北大 会出場）

110nlH　　 神部　 光 （2K） 第７位
4×４００ｍＲ　　　　　　　　 第7fsy

（庄司陽 （3K）・ 久保田 祐樹（３Ｋ）・古和口

廉 （1K）・神 部光）
■陸上競技 （女子）

円盤投

■バレーポール

１回戦
■ソフト テニス

団体戦
個人戦

Xy

々

ぷ

宮 路 し ほ （２Ｃ） 第 １ 位

（束 北 大 会 出 場 ）

１ 回 戦敗 退(男子)

高専 Ｏ－２
(男子)

大 和 田 嵩

侶三河泰ｲ 中耶

金 丸 允 駿

佐 野 友 啓

佐藤

高橋

佐藤

安 瀬

松 本

武 丿泰

喜冶

和希

拓未

登軌

恭彦

尚例

田 村 高 校

３ 口 単父具文退

(3K)

(3E) ベ ス ト16

(3E)

(2K)

３ 回 戦 敗 退

(２Ｍ)

(31)

３ 回 戦 敗 退

(3C)

(2E)

２ 回 戦 敗 退

(IK)

(1K)

1 回 単戈敗 退

(女子)

100m

”
走岫跳

砲丸投

後藤映里仕

吉田梨華子

後藤映里佳
言路 しほ

圃バスケット ボール（男子）
米了高専

(３Ｃ)

(21)

(30

(2C)

予選敗退
予選敗退

棄権

第 ４位
第３位

（コカ・コーラウエストスポーツパーク）
予選リーグ　 福島90－４４ 津山

福烏８２－66 長野

準決11莽
■ソフトテニ ス

広島 商船高 専

福島５２－86 香川（詫間）
（男子）

（びんご迎励公園テニスコート）
団 体幟

個人戦　　　 大 和田 嵩

佐藤 仲耶
■卓球

沖山 高専（津 山総 合体育館）
〔男子〕

団 体戮

シン グルス　 松 本 知 也

Xy　　　 巾 丸 智 貴
ダブル ス　　 中 丸 智 貴

青 木 勇 斗
(女 子)

シ ン グル ス

ダブ ル ス

”

今 野 小 百 合

大 浦　 悠

金 成 亜 実

今 町/｣ 白ヽ'合

粛 藤 佳 菜 子

大 浦　 悠

予 選 敗 退

(3K)
(3E) 第３位

(51)

( ３Ｅ)

( ３Ｅ)

第 ２位

第 ５位

予 選敗退

（３Ｍ） 第 ３位

(3K) 第 １位
(1K) 第 ３位

(41)
(３Ｋ) 第 ３位

(21)

(1K) 第 ５位
回柔道

大島商船高専
（キリンビバレ ッジ周南総合スポーツセン

ター）

（男子）個人戦 （60kg級）
小島 勇人 （側） 第 ３位

（女子）個人戦（４８ｋｇ級）

猪原 雅代 （31）

1 回戦敗退
■ テニ ス

松江高専（松汀総合迎動公園庭球場）
（刀子）

団 体戦　　　　　　　　 ２回戦敗退
（女子）

シングルス　 高橋なるみ（1K）

1 回戦敗退
ダブ ルス　　 高橋なるみ（1K）

高等学校体育大会等の結果
回テニ ス（男子）

団 休戦

ダブ ルス

回テニ ス（女子）

団体 戦
シン グルス

ダブルス

■ 卓 球 （男 子 ）

団 体 戦

シ ン グ ル ス

万

万

/7

/ｱ

ｸ

”

々

yX

々

高木
松崎

健志
木夢

高橋な るみ
高橋な るみ

坂本 萌子

２回 戦敗退 ：

(21)
(３Ｍ)

２回戦敗退

１巨｢戦 敗退

(1K) ベ ス ト16

(1K)

(31)

1 口 戦敗 退

ベ スト ８

安斎 正 樹（1K）ベ スト16
（東北大 会出暢）

佐藤 瑞樹（２Ｃ）ベ スト16

中丸 智 殴（３Ｅ）

４回戦敗退
冨塚 俊 太（３Ｋ）

４回戦敗退
矢内 智大（1M）

４回戦敗退
天野 景介（3M）

３回戦敗退

金成 憲吾（2E）
３口 戦敗退

青木 勇 斗（３Ｍ）

２回幟敗退
鈴木 孝幸（２Ｅ）

2 回戦敗退
木 田 貴文 （2C）

高 橋 ち ひ ろ （31 ） ペ ス ト ８

■バドミ ントン
米子高専（鳥取県米子産業体育剛）

（男子）

団休戦

シングルス

ダブルス

(女子)
団 体単戈

シングルス

ダブルス

々

志 賀 匠 （5M ）

志賀　 匠

佐藤 太一

沁葉なっ み

瀧　 彩 文

肺葉なっ み

小 塚

小 椋

千 晶

優余

(5M)

(41)

(2C)

(31)

(2C)

ベ ス ト ８

１回戦敗退

棄権

ベスト８
ベスト８

１ 回 戦 敗退

(51)

(４Ｃ)　 棄権

■水泳

広島 商船高専 （広島ピ ックウェーブ）
学 校対 抗

( 男子)

100m 自 由死ｊ

４００ｍ 自 由形

８００ｍ 自 山形

100m 背?永ぎ

200m 背?永ぎ

100m 平?永ぎ

斉 藤
佐藤

佐藤
松 田

生力

生方

大友
圓子

200nl平 泳ぎ　 大友

100m バ タフラ イ

大明
祐 樹

祐 樹

裕 樹
歩高

歩高
一生

智弘

一生

(31)

(4M)

(4M)

(２Ｅ)

(1M)

(IM)

(２Ｍ)

(３Ｅ)

(２Ｍ)

第 ４位

予選敗退
第 ７位

第 ６位

第14位
第 ３位

第２位

第２位
予選敗退

第 １位

山口 修平 （5K） 予選敗退

200m 個 人メドレー

山口 修平 （5K）？逃敗退
々　　 闘子 智弘 （3E） 予選敗退

400m メドレーリレー　　　　 第 ４位
（生方歩高･大友一生･山口修平･佐藤祐樹）

400m リレー　　　　　　　 第 ４位

（生方歩高･斉藤天明･山口修平･佐藤祐樹）
（女 了･）

100m 自由形　 小野 品子（2C） 第１位

50m 背泳ぎ　 小野 品子（2C） 第３位
100m 平泳ぎ　 鈴木 姫花（41）予選敗退

50m バタフライ

人橋 星花（11）予選敗退
200m リレー　　　　　　　 第２位

（小 野晶子・ 若 松真 純（31）・ 大 橋尾 花・
鈴木姫花）

ダ ブ ル ス

”

々

々

中丸
青木

yX

木田
佐藤

冨塚

天町

安 斎
矢内

同部

金成

● 卓 球 （女 子 ）

団 体 戦

シ ン グ ル ス

”

”

々

ダ ブ ル ス

々

２回戦敗退

智貴（３Ｅ）
勇 斗（３Ｍ） ベスト ８

（東北大 会出場）

貴文 （20

Jlla樹（2c）ベ スト16
f変太（3K）

景介（釧）

３回 戦敗退
正枝I（IK）

智 人（IM）
３回 戦敗退

康 太（3M）

退 吾（２Ｅ）

1 回 戦敗退

第 ２ 位

（東 北 大 会出 場 ）

滑 川 侑 佳 （31 ） 第 ３ 位

（全 国大 会･ 東 北 大 会出 場 ）

今 野 小 百 合 （3K ） ベ ス ト ８

（東 北 大 会 出 場 ）

大 浦　 悠 （1K ） ベ ス ト ８

（東 北 大 会 出 場 ）

粛 藤 佳 菜 子 （21 ）

3 回 幟 敗 退

滑 川 侑 佳 （31 ）

今 野 小 百 合 （３Ｋ） ペ ス ト ８

（東 北 大 会 出場 ）

粛 藤 佳 菜 子 （21 ）

大 浦　 悠 （1K ） ベ ス ト1６

皿,工業高等専門学校 １７



■ 剣道（男 子）

団体心

１回戦
２同戦

■ 水泳（男子）

総合

50m 自由形

100ml 三|山形

200m 自由形

心Om 自巾形

1500m 自由形

100m 背泳ぎ

200m 背泳ぎ

丿

々

100nl 平 泳 ぎ

々

”

２００ｎｌ平 泳 ぎ

々

々

高 専2 －1

1……i蔦玲： ０ － ５

２回戦敗退

編島南高校
柵島鳥校

第 ７位．

平 木 義 久 （3M ） 予 選 敗 退

斉 藤 人 明 （30 予 選 敗 退

山 下　 秀 （2M ） 予 選 敗 退

卵 狩 聖 人 （3E ） 予 選 敗 退

斉 藤 天 明 （31 ） 予 迅 敗 退

山 下　 秀 （2M ） 予 選 敗 退

山 下 賢 也 （３Ｍ） 予 選 敗 退

猪 狩 里 人 （３Ｅ） 予 選 敗退

占田 光 義 （1M ） 予 選 敗退

山 下 賢 世 （３Ｍ） 予 選 敗退

松 田 裕 樹 （２Ｅ） 予逃 収退

占田 光 義 （1M ） 予選 敗退

松 田 裕 植|（２Ｅ） 第14 位

生 方 歩 高 （1M ） 第 丿 位

（束北 人 会出場）

横 山 伝 輝 （3M ） 予選 敗退

菅 野 裕 次郎 （2E ）　 棄 権

生 方 歩 高 （1M ） 第 ２ 位

（東 北 大 会 出,場 ）

関 根 健 恭 （3M ） 予迅 政 退

祉 山 仕 脚 （３Ｍ） 予選 敗退

大 友 一 生 （２Ｍ） 第 ２ 位

（東 北 大 会 出I場 ）

圓 子 智 弘 （3E） 予 選 敗退

増 田 田 扶 己 （3K） 予 選 敗退

大 友 一 牛.（2M ） 第 ３狛L

（ 東北 大 会 出場 ）

圓 子 智 弘 （3E） 予 選 敗退

川 川 伊 扶 己 （3K ） 予 選 敗退

100m バ タフ ライ

木下 小 鉄（2M）
xy　　　　川倉 悠介（IK）

200m バ タフ ライ

木下 小鉄（2M）
2g〕Om個人メド レー

|川倉 悠介（IK）
”　　 森下 英樹（2E）

4110m リレー

80011!リレー
400m メド レーリレー

■ 水 泳 （女 子 ）

50m 自|旧15

100m 自 巾 形

］００ｍ背 泳 ぎ

予選敗退
予選敗退

失格

予選敗 退
予選敗 退

予選敗 退

予選敗退
第 ５位

が 松

若 松

/｣ぷf

（東北大会出場 ）

真純（31）予選敗退

真純（31）予選敗退

品子（2C） 第６積l
（東北大会出場）

1００ｍ平泳 ぎ　 佐々木夏子（２０ 予選敗退

２００ｍ平 泳ぎ　 佐々木夏子（2C）　 失格

100m ノベタフライ
大 橋

２００ｍノベタ フ ラ イ

大 橋

200m 猫|人 メ ド レ ー

星 花 （!I ） 予 逃 敗 退

星 花 （11 ） ？ 選 敗 退

お野 ，I,‾II:I了･（2C ） 第 ３ 位

（東 北 大 会出 場 ）

予 選 敗 退400m リレ ー

400nlメド レーリレ ー
圃空手道（男 子）

仙 人 形

々

回 バドミントン

ダブルス

矢 内

予 選 敗 退

曖 （2E ）

11丿弧 敗 退

岡田 真樹（2E）
1 回戦敗退

（男 子）

高萩
久町

圃バドミント ン （女子）

団体 戦

秀幸

裕哉

(３Ｅ)

(３Ｅ)

2[ill戦雌 退

１回 戦敗 退

シ ン グ ル ス　 薄 葉 な つ み （2C ）

３回 戦収 退

ダ ブ ル ス　　 瀧　 彩 文 （31 ）

薄 薬 な っ み （2C ）

副III戦雌 退

○ 第65 回 東 北 学 生 陸 上 競 技 対 校選 手 権 大 会

男子100m　　 相沢 賢 吾 （51 ）

準 決防 敗 退

々　　　　　　吉 田 将 大 （４Ｋ） 予 逮 敗退

男 子200m　　 相沢 賢 吾 （51 ） 予 選敗 辿

男 子800m　 辿 雌 達 也 （５０ 予 選敗 退

１８　 学校だよりVOI.93

男子1500

走幅跳

rn

遠藤 直弥（４Ｅ）予選敗退

遠藤 達也（5C）予選敗退
遠藤 直弥（４Ｅ）予選敗退

吉田 将 人（4K）予逮敗退
Ｏ 第 ８ 回 福 島 県 シ ン グ ル スソ フト テ ニ ス 選 手

権 大 会

男 子 シン グ ル ス

大 和田 片 （3K ） ペ スト16

”　　 佐 藤 仲耶 （3E ） ベ スト３２

０ ハイ スク ー ル ジ ャ パン カ ップ ソ フト テ ニ ス

2012 福島 県 代 表 選 考 大 会

男子 佃 人 戦 大 和 田 肖 （3K ）

佐藤 仲耶 （3E ） ペ スト ８

”　　 金丸 允 磨2（３Ｅ）

佐野 友 啓 （2K ） ペ スト ８

○ 第10回 福 島県 高等 学 校春 季ソ フト テ ニ ス大 会

男子 団 休 戦　　　　　　　　 第 １ 位

○ 第29 回福 島 県 春 季 ジ ュニ アダ ブ ル ステ ニ ス

選手 権大 会

男子 ダブ ル ス 高 木 健志 （21 ）

松 崎 本夢 （３Ｍ）

1 回 戦 敗退

女 子 ダブ ル ス 山［士| 瑛 了づ3K ］

坂 本 萌 了-（31）

1 回 戦 敗退

Ｏ 第91 回全 国 高 等 学 校サ ッ カ一 選手 権大 会 福

島 県 大 会１ 次 大 会

２ 次 人 会 進 川

１ 回 戦　　　 高 専 ５ － ０ 女 達 東 高 校

２ 回 戦　　　 高 専 １ － ０ ［「|村I……if女

３ 回 戦　　　 高 専 １ － ０ 刎賀 川 高 校

○ 第92 回 天 皇 杯 全日 本サ ッ カ ー 選手 権 福 島 県

代 表 決定 戦

Ｉ 回 戦 敗 退

１ 回 戦　　　 高 専 ０ － ３ 利|馬 Ｓ Ｃ

○ 第94 回全 国高 等学 校 野 球 選手 権 福 島大 会

DIT 戦 敗 退

11ﾘ1吸　　　 高 咋3 －10 祁 山 高 校

○ 第42 回 福 島 県 空手 道 選 手 権大 会

仙 人 形　　　 矢 内　 座 （2E ）

1 回 戦 敗 退

々　　　 岡 田 真 樹 （２Ｅ）

1 川 戦 敗 退

個 人 糾 千一　　 欠 内　 優 （２Ｅ）

UII 戦 敗 退

”　　　 岡卜「 貞 働 （２Ｅ）

1 川 戦 敗 退

○ 第67 回東 北 高 等学 校 陸 上 競 技 大 会

男 子400mH　 神 部　 光 （２Ｋ）

準 決 勝 敗 退

男 子 走 高 跳　 宮 原 途 人郎 （3M ） 予 選 敗 退

女 子 円 盤 投　 言 路 し ほ （2C ） 第 ７ 位

○ 第66 回 東 北 高 等学 校 卓 球 選 手 権 大 会

男 子 シ ン グ ル ス

安 余 正 樹 （IK ）

21亘川呪敗 姐!
男 子 ダ ブ ル ス

女 了団体戦

女 了シングルス

中丸

青木

智

勇

誕 (3E)

(３Ｍ)

２ 回!i戊敗 退

ベ ス ト ８

今 野 小Iこf合 （3K ）

２ 回 戦 敗 退

々　　 滑 川 侑 佳 （31 ）

２ 回 戦1枚退

”　　 大 浦　1 恣 ＤＫ）

２ 回 戦 敗 退

女 了ダ ブ ル ス 滑 川 侑 佳 （31 ）

今 野 小 石 合 （３Ｋ）

】回 戦敗 退

０ 第60 回 東 北 高 等 学 校 水 泳 競 技 大 会

男 了100m 背 泳 ぎ

生 方 歩 高 （1M ） 予 選敗 退

男 子200m 背 泳 ぎ

生 方 歩 高 （1M ） 予 選収 退

男 子100m 平 泳 ぎ

大 友 一生 （2M ） 第34 立

（全 匡|人 会出 場 ）

男子200m 平 泳 ぎ

人友 一生 （2M ） 予 逮敗 退

男7400m メ ド レ ー リ レ ー　　 予 選敗 退

（ 圓 了 為I弘 （３Ｈ）･ 生 方 歩 鳥 一人 友･ 生 ・ 斉

藤大 明 （31 ）〕

女 了 ］OCm 背 泳 ぎ

yｂ 野 晶 子 （２Ｃ） 予 逃1 脱退

女子200mｲ 円人メドレ ー
/」ヽ Jf 品 子（2C） 予選敗退

○全国高等学校総合体育大会卓 球競技大会

女子 シン グル ス

滑川 侑佳（31）
２回収敗退

○全国高等学校総合体育大会水泳競技大会

男子100m 平泳 ぎ
大 友 一 生

○ 第65 回福 島 県総 合 体育 大 会

■ 陸 上 競技 （男 子 ）

400mH　　　 神 吝『;　 う芒

走 高 跳　　　 穴 原 遼 太 郎

４×100nlR

（ 相沢 賢 吾 （51 ）・ 占卜=|将 人

古 矛「11コ廉 （1K ））

４×40 ０m Ｒ

（2M） 予選敗退
県大 会

(2K)

( ３Ｍ)

第 ４位

第 ７位
第 ８位

（４Ｋ）り|･ 部 光 ・

第 ３ 位

( 庄 司陽(3K) ・久 保 田 祐 輝(3K)･ 吉 田 将 大･

古 和Ｌ｣廉)

少 年 ％子 Ｂ

200m

■陸上 競技

円盤投

(東 北 選 丁一権 出場)

古和 口 廉（IK） 第 ４位

（女子）
宮 路

■バレ ーボー ル

1111鴎
■ソフトテニ ス

仙 人戦

々

々

■ テニ ス（男子 ）
にドrJ 部】

シングルス

”

ダ ブ ル ス

々

々

”

【男 子１ 部】

シ ン グ ル ス

グ ブ ル ス

【女 子 皿 部】

シ ン グ ル ス

ダ ブ ル ス

々

朧 卓 球 （男 子 ）

少 年 団 体

■ 卓 球 （女 子 ）

シ ン グ ル ス

■ 水 泳 （男 子 ）

５０ｍ 自 由 形

丿

々

万

々

万

汐

々

ぷ

し ほ （２０　 第 ２ 積l

（東 北 選 手 権 出I場 ）

１回 戦 敗 退(男 子)

高 専 １ － ２

(男 子)

大 和 円 ，`･,I,4

佐 藤 仲 耶

佐藤

安 部

金丸
佐町

拓木
ひ帆

允駿
友啓

福 烏 工 業 高 校

(3K)

(３Ｅ)

3 匝μi彫 脱退

(3C)

(2E)

21 亘lii胎 脱退

(3E)

(2K)

1 回fi現I反吐1

比嘉 和也（3E）
３㈲戦敗退

ﾉ」り浩 悠 人（3C）

２匝1戦敗退

/卜 鳥f 恣人（3C）
比一応 和一已（3E）

２回戦敗退

桐丿沼 啓 也（3E）
佐藤 佑樹（3M）

1 回戦敗退

荒川 雅俊（3E）
大塚 尚,ミ（3E）

1 回戦敗退

渡辺　 瞬（2E）
浪漫 舷汰（２Ｃ）

1 回1賎敗退

市川

宮 嶋

巾川

菊池

希

畢

希

洋 鰐i

(1K) 第７位

(1C)
1 同 職敗退

(1K)

(1M) 第３位

薄井小百合（1C）

1 川戦敗退
嘉吟　 澪（Ｈ ）

萍井小百合（1C）

1 川戦敗退
草野 有紀（1C）

松田 歩華（1C）
1 口戦雌退

第３位

滑 川 侑 佳 （31 ） ベ ス ト ８

山口j 荼jF
吉田 川平

矢羽 々寛和
北渾 春 樹

佐薩 祐 樹
紺野 貴 裕

平木 義 久

山 卜 賢 臣

横[11 仁輝
斉藤 大叫

木 卜 小 銭

(5K)

(5M)

(5M)

(5M)

( ４Ｍ)

( ４Ｃ)

( ３Ｍ)

( ３Ｍ)

( ３Ｍ)

(31)

( ２Ｍ)

予 選敗退

予 選敗退

予 選敗退
予 選敗退

予 選敗退
予 選敗退

予 選敗退

予選敗退
予送敗退

予選敗退

予選敗退

”　　　 背 野 桁 次 郎

々　　　 森 下 英 樹

100m 自 山 形　 吉 田 周 平

々　　　 松 山 什 那

々　　　　　　圓 子 智 弘

々　　　　　　斉 藤 大 明

々　　　　　　木 卜 小 鉄

々　　　　　　森 ド 英 樹

200m 自 山 形　 山 下 賢 山

々　　　　　　松 田 裕 樹

々　　　　　　吉[口 光義

400m 白 由 形　 北 洋 呑 樹

々　　　　　　松 皿 裕 樹

50m 背 泳 ぎ　 紺 野 殴裕

100m 背 泳 ぎ　 生 方 歩 高

/ﾉ　　　　　　関 根 健 恭

200m 背 泳 ぎ　 生 方 歩 高

xx　　　　　　関 根 健 恭

50m 平 泳 ぎ　 増 田 伊 扶 己

100m 平 泳 ぎ　 大 友 一 生

”　　　 回 子 智 弘

”　　　 増 田 伊状 己

200m 平 泳 ぎ　 大 友 一 生

50m バ タ フ ラ イ

平 木 義 久

々　　 山 下　 秀

100m バ タ フ ラ イ

山 下　 秀

”　　 吉 田 光 義

(2E)

(2E)

(5M)

(3M)

(3E)

(31)

( ２Ｍ)

(2E)

( ３Ｍ)

( ２Ｅ)

(1M)

( ５Ｍ)

( ２Ｅ)

( ４Ｃ)

(1M)

( ３Ｍ)

(1M)

( ３Ｍ)

( ３Ｋ)

(2M)

( ３Ｅ)

(3K)

(2M)

(3M)

(2M)

(2M)

(1M)

予 選 敗 退

予 選 敗 退

予 選 敗 退

予 選 敗 退

予 選 敗 退

予 選 敗 退

予 選 敗 退

予 選 敗 退

予 選 敗 退

予 選 敗 退

予 選 敗 退

予 選 雌 退

予 選 敗 退

予 選 敗 退

第 ６ 位

予 選 敗 退

第 ３ 位

予 選 敗 退

予 選 敗 退

第 １ 位

予 選 敗 退

予 選 敗 退

負ざ３ 狛L

予 選敗退

予 選敗退

予 選敗退

予 選敗退
200m 個人メドレー

叫倉 悠介 （1K）予 選敗退

400m リレ ー　　　　　　　 第８位
400m メド レー リレ ー　　　　 第８位

■ 水泳 （女子）

50m 自山形　 鈴木 姫 花（41） 予送 敗退
々　　　　　　若 松 真純 （31）予選 敗退

100m 自由形　 若 松 真純 （31）予選敗退

小野 品 了･（20 予選敗退
200m 自由形　 猪 狩あゆみ （5M）予選敗退

100m 背 泳ぎ　 小野 品 子（20 予選敗退
50m 平泳 ぎ　 佐 々木夏 了･（2C）予選敗退

100m 平 泳ぎ　 佐 々木夏子 （20 予選敗退

50nlノベタフラ イ
大橋 星花 （11）予選敗退

100m バ タフラ イ

大橋 扁.花 （11）予選敗退
200m 個 人メドレー

小野 晶子 （2C） 第 ２位

■写真部

・第 ２回フ ラガールズ甲 了一園撮 彫　 実施

・東北 高専 体育大会柵島大会撮 彫　 実施

・ ひたち国』祭人道 芸撮影　　　　 実施
・小川諏訪神 社、松 ｸﾞ･岡公 園での 桜の撮影

実施
■吹奏楽部

・第50回福島県吹 奏楽 コンクール 金賞

(東北大会出場)
・全 口本吹奏楽 コンクー ル第55回東北大会

釧賞
■将棋部

第19回 全国高等専門学校将 棋大会

団体心

個 人戦

夕

汐

１回 戦敗退

阿 部 直樹（５Ｅ）

予選 敗退
加藤　 将 （２Ｍ）

予選 敗退
柳 井 健 太 （２Ｍ）

比 佐 健 人 （２Ｍ）

馬 目翔 太 郎 （２Ｍ）

予選敗退

予選敗退

予選敗退

■荼華道部

・第37回関東 信越地区高専文化発表 会
参加

・第32回いわ き学 校茶道連 盟合同発表 会

参加
■演虚U部

・いわ き地区高校演劇発表 会　　　 参加
・第37回関東信越地区高専文化発表会

参加

４００ａ１リレー　　　　　　　 第11位

４００「･メドレーリレー　　　　 第ＨＲ

■ バドミントン （男子）
シングルヌ　 青木註･ 一郎（２口

211rl戦敗退
々　　　 貝奮l秀一郎（２Ｅ）

1 回戦敗退
朧バドミントン （女子）

シングル ヌ　 薄葉なっ み（２Ｃ）

311rl幟敗退
ダブ ルス　　al　 彩文（31）

落葉なっ み（２Ｃ）

1 回戦敗廻
○平康24年度全日本ｆｌｆ選手権大会 福島県大会

ジュニア男子シングルス
矢内 智大（II） 第２位

（全国大 会出嶋l

木田 責文 Ｃ２Ｃ） ベスト16

安 斎 正 樹（10 ベスト16
鈴木 孝 幸（２Ｅｊ

４回戦敗退
佐喋 瑞樹（２Ｃ）

４回戦敗退

金成 憲 吾

ジュニ ア女子 シングルス

人浦　 悠
粛藤佳菜 子

混合 ダブ ルス 桑嶋　 隆
斎 藤佳菜 子

々

々

々

々

”

青木
今 井

力 斗
溜余

冨 塚 俊太
今 野小百合

木田

大浦

安 斎
滑川

中 九

丸山

貴文

悠

正 樹

侑什

智畏

甲 奈

(2E)

２巨|戦 敗 退

(1K) ペ ス ト16

(21)

4[I･｢戦 敗 退

(5M)

(21)

4 回 戦 敗退

(３Ｍ)

( 磐城 第一 高)

４口 戦 敗退

(3K)

(3K)

３回 戦 敗退

(2C)

(1K)

３回 戦 敗退

(1K)

(31)

３回 戦 敗退

(３Ｅ)

( 磐城 第 一高)

１回 戦 敗退

呪 了･ダ ブ ル ス 中 丸 徊I貴 （３Ｅ）

各種大会等の結果

・第55川いわき地区高等学校演劇コンクール

参加
■山岳部

一飯剽１１ａ 山　　　　　　　　 実施

・三本 槍岳登|||　　　　　　　 実施

・額取 山．大将旗 山登|||　　　　 実施
・東吾妻山．一切 縛山登|||　　　 実施

・安達 太良山 登山　　　　　　 実施
・二岐 山登山　　　　　　　　 実施

・蓬田Iｓ登山　　　　　　　　 実施
・鳥 犀山登山　　　　　　　　 実施

■サイクリ ング部

・長野県松本I↑f乗鞍 岳夏季ツーリ ング

実施
■ラグビー部

・第 ５回東北地区高専 ラグビー講習会

・福鳥 県７人SIIラグビー大 会
■天文部

参加
参加

・ ＪＡＸＡみちびきアート番加インタビュー

（４/19）　　　　　　　　 実施

・金環11食観測 〔5/21〕　　　　 実施
・金扇.|二|面通過 観泗（曇 デー タ無し）

（６/６）　　　　　　　　　 実施

一夜空の明 るさ調 査説明会 （７/14.15）
参加

・木星食（雨 デ ータ無し）（7/15 ）実施

・夜空の明 るさ調査 連続観測開始（９/1～）
■エ ネルギー研究会

ワールド・グりーン・チ ャレ ンジ
ソーラーカー ＆ ＦＣカー ラリー

ソーラーカー部門チ ャレン ジクラス
第 ３位

”

々

々

々

/7

野木 勇 斗（3M）

川亘|戦敗退
渡辺

桑嶋

木[|'|

佐 藤

鈴木

若松

安斎
矢内

鈴木

金成

大樹

隆

貴 文

丿裔樹

将 士

大地

正樹

智大

孝 幸

憲 吾

女 子 ダ ブ ル ス リ 骨川 侑 佳

今 野 小百 合

/7　　　　　斎 藤 仕 菜 子

人 浦　 悠

男 子 シ ン グ ル ス

々

ク

”

々

万

々

丿

々

(CK1)

(5M)

3 回 戦 敗 退

(2C)

(20

3 回 戦 敗 退

(４Ｍ)

(1E)

２[I!|戦 敗 退

(1K)

(1M)

2[UI戦 敗 退

(２Ｅ)

(２Ｅ)

1 回 戦 敗 退

(31)

(３Ｋ) ペ ス ト16

(21)

(1K)

4 回 戦1攻這

安 粛 正 樹（1K）

3回 戦敗退

桑|叫　 隆（5M）
２回 収敗退

中 丸 秤輿（3E）

２回 戦敗退
冨 塚 俊太（3K）

２回心 敗退
佐藤 浩 樹（2C）

２回 戦収退

i度辺 人 樹（CK1）

1回 似収退
鈴木 将･士 （4M）

1回 戦敗退
大川 昌也 （４Ｅ）

1回 幟敗退

青木 勇 斗（３Ｍ）

1 回戦雌退
女子 シン グル ス

X7　　　　附 川 侑 什 （31 ）

2 川 戦敗 退

yy　　　　大 浦　 悠 （1K ）

２ 回 戦|敗退

yy　　　　今 町 小 百 合 （３Ｋ）

1 匝1戦敗 退

総 介　　　　　　　　　　 第11位
■ソフト ウェア 研究部

・パソコン甲子園2012プ ログラミング部門

参加
・ 第59回ＮＨＫ 杯全国 高等学 校

放送コンテスト柵島県人会

い わき地区予 選　　　　　　 参加
■分子生物学愛好 会

・ 第24回知 能ロ ボット コンテスト2012
チームｌ ：堀越くまさんnona

（岩崎iij歩 （2C）･菅原 佳余 （２Ｃ）西 郷知

咎|（２Ｃ））

チ4･ レンジコース１次予 選敗退
チーム２：堀越くまさんＦundallenlal

（小 林翠（3C）･笠原諸 子（41））
チ ャレンジコース１次予 選敗退

チーム３：７人の坂越 くまさ ん

（小 林翠・笠原渚 子・岩崎莉歩・菅原佳余・
丙 郷知樹）

テクニ カル コー ス２次予送敗退
■弓道愛好会

・ 第13回いわ き明星大学賞学校弓道人 会

参加
・ 第６５回福島県総 合体育大 会弓道畿技

い わき地区予 選　　　　　　 参加
・ 第58回福島県高等学校体育大会弓道 競技

4毎本　 翔（3C）

準決勝 進出
小 野田崇司 （３Ｃ）

準決･j陽進出
■スト リート ダンス愛好会

第37回|周東信越地区高専文化発表会 参加

福口工業高等専門学校 １９
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皆さんは、入学式などの式典で演奏があったことを覚えて

いますか？あのときの音を奏でていた団体が吹奏楽部です。

あるいは放課後や週末に校内でラッパやフルートなどの楽

器の音色が聞こえてきたこと、ありませんか？それも吹奏楽

部のものです。

吹奏楽部員は放課後、週末に音楽練習場で、楽しみながら

も真剣に研鎖を重ねていますO 本年度はフラワーコンサート

やトップコンサートなど幾つかの舞台で演奏してきました。

そして夏に開かれた全日本吹奏楽コンクールでは、３年ぶり

の東北大会出場も果たしてきました。実は筆者は東北大会の

舞台袖で演奏を聞いていたのですが、ここに載っている写真
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吹奏楽部顧問 廣 瀬　 大 輔

には写ってない緊張感を肌で感じました。スーツを着て、ス

ポットライトを浴びて、観客の前に立つ部員たちは、普段教

室や街で会う彼らとは、また違った顔をしています。

●ΦJ

さて12月16日に部員たちは再び舞台に立ちます。福島高専

吹奏楽部単独のコンサートO 定期演奏会です。いわき芸術文

化交流館アリオス 大ホールにて、午後１時30分開場、午後

２時開演です。

普段と違ったクラスメートの姿を見に来ませんか？何より

紙面では表現できない吹奏楽部の音楽を味わいに来ません

か？興味を持っていただけた方がおりましたら、お近くの部

員に声をかけてみてください。
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福島高専水泳部　最近の５年間

平成20 年以 降の本校水泳部の概況を お知らせいたします。

指 導 者

指導教員:松本匡以（機械工学科）､青木寿博（物質工学科）、

原田正光（建設環境工学科）　 コーチ：金渾弘孝

金津コーチは、今年で20 年（！）になります。

部 員 数（平成24 年度）Ｏ 　はマネージャー内数

男子24 （1 ）人・女子９（３）人

平成20 年度から同じような状況です。

主な活動（平成24 年度）

４月下旬：プール掃除・プール開き、５月上旬：練習開始、

６月上旬 ：高体連いわき地区大会、下旬：高体連県大会、

７月上旬：高専東北大会、中旬：高体連東北大会、下旬：

県総体、８月上旬：いわき市民スポーツ大会、中旬：イン

ターハイ、下旬：高専全国大会、９月上旬：高体連新人戦

県大会、10 月下旬：高体連新人戦東北大会

東北地区高専体育大会の記録

平成20 年度：男 子１位・女子２位、21 年度：男子１位 ・女

子３位、22 年度：男子１位･ 女子２位、23 年度：男子１位・

女子２位、24 年度：男子１位 一女子１位

男子は５連覇中です。女子は、創部以来念願の優勝杯を手

にすることができました。

卜

あ 蔵．
フ Ｆ

りか46

/ ･ 「

"-

乱

水泳部顧問 松 本　匡 以

ふ

ｌ

全国高専体育大会の記録

平成20年度：１位、21年度：２位、22年度：２位、

23年度：４位、24年度：４位

ここ数年間は、本校を含めて神戸市立・松江・鈴鹿の４校

の争いとなっています。

高専体育大会外の顕著な活躍

・インターハイ出場

佐藤祐樹（機械工学科４年）：男子400m 自由形（平成23

年度）、1500m 自由形（21 ～23 年度）

大友一生（機械工学科２年）:男子100m 平泳ぎ（24年度）

一国体出場

大友一生：少年男子B 100m 平泳ぎ（23年度）

平成23年度は震災でプールが壊れてまともな練習ができ

ず、24年度は空気中や水中の放射線量を気にしながらの練習

となりましたが、何とかそれなりの結果を残せたように思え

ます。今後も水泳部の活動を通して、部員の「人間力」の向

上にも努めたいと考えています。

?趾1エ匹 回円学仁 ２１
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一般教科 数学 廣 瀬 大 輔 （ひろせ だいすけ）

突然ですが、想像力って大切だなと思っています。自分とは全く考え方の違う大、異なっ

た常識、身近にはない現象。そんなものに触れたとき、役に立つのが想像力です。「あの人

の言っていること僕にはさ丿まり理解できないけれど、あの大にとっては重要なことなのか

もしれない」と大に優しくなれるのが想像力です。

想像力を鍛えるには、理解できない（今の自分には）役に立たないことに触れることが肝

心です。

さて。数学担当として赴任して参りました廣瀬です。伝えたかったこと、想像していただ

ければ幸いです。よろしくお願いします。

一般教科 数学 飯 田 毅 士 （いいだ たけし）

今年の３月に山形大学大学院を修了し、博土（理学）の学位を取得しました。そして、今年

４月より一般教科（数学）教員として着任いたしました。今までに実解析学（調和解析学）

を中心|こ研究を行っておりました。これらの研究は微分方程式と深く関連しております。社

会人として働いたことはなく、いわゆる、新卒での採用となっております。まだ、未熟者で、

わからないことも多々あると思いますが、幸せな学生生活を送れるように少しでもお手伝い

できれぱと思います。研究も教育も頑張りたいと考えておりますのでどうぞよろしくお願い

いたします。

一般教科 数学 津 田 宰 －( さわだ ただかづ)

10月から一般教科(数学)の教員として着任しました津田宰－と申します。出身は福岡で、

９月までは仙台にいました。着任してまだ日は浅いですが、授業では皆さんの熱意に圧倒さ

れる日々を過ごしています。

私は、何かを学んだり、身に付けたりする際、一番大切なのは、受け身にならず、自分か

ら積極的に動くことだと考えています。数学に限らず、皆さんが自主的に学び、色々なこと

にチセレンジできるよう、全力でサポートを行っていきたいと考えています。どうぞよろし

くお願いいたします。

一般教科 英語 市 川　　 誠( いちかわ まこと)

一般教科(英語)の教員の市川誠です。富山県で生まれ、高校卒業までの18年間を富山で、

今年の３月まで18年間を東京で過ごしてきました。縁があり、今年の４月に福島高専に赴任

しました。半年間いわきで生活をして一香気に入ったことは、気候の良さです。夏はそれほ

ど暑くなく、冬は雪がほとんど降らないと聞きました。また、学校の近くに湯本などの温泉

があることも気に入っています。専門として研究しているのは英語の歴史です。ふだんは西

暦1000年から1500年に書かれた古い英語を読んでいます。みなさんよろしくお願いします。

ゝ 、

●●●● ●●　　　　　　　　　　　　　　 ・`
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一般教科 英語 加 藤 明 子 （かとう あきこ）

一般教科の英語教員として慟くことになりました加藤明子です。オーストラリアやマレー

シアで研究をしたり教員として働いたりした後、今年、10年ぷりに日本に帰ってきました。

福島高専に初めて来たときに、学生が「こんにちは」と元気に挨拶をしてくれたことが印象

に残っています。みなさん、ぜひ、研究室に遊びに来てください（低学年棟２階です）。効

果的な英語の勉強法など、一緒に考えましょう。勉強以外のお話も大歓迎です♪いわきに

引っ越してまだ２週間、いわきの情報いろいろ教えてください。

．
●
．．． ．．　 ．．．．． ‥　 ． ．， ．．．･゙ ﾌ￥! ‥　　　 Ｉ

一 般 教 科 物 理 新 井 真 人 （あ ら い まさ と）

2012年４月より物理の教員として当高専に赴任を致しました。博士を取得してから、海外

の大学や研究所を博士研究員として転々として、数えてみれば10年近くも日本を離れており

ました。４月からは、これまでとは全く異なる環境に身をおいて、最初は慣れないことも多

く戸惑いましたが、最近少しだけ余裕か出てきた気がします。今後は、海外での多様な経験

を活かし、学生の皆さんの将来の役に立つような話を色々な場面で伝えることができたらと

考えていますので、よろしくお願い致します。

建設環境工学科 林 久 資（はやし ひさし）

林 久資と申します。育児休暇中の田村先生のピンチヒッターとして、本年４月より建設

環境工学科に着任いたしました。主に、測量関係の講義や実習、情報処理を担当しておりま

す。

私の専門分野は山岳トンネルで、山岳トンネルを掘削したときの力学的影響に関する研究

を行い、本年３月に博士（工学）の学位を取得しました。

まだ、着任して数ヶ月であるため、不慣れな点も多いかと思いますが、福島高専の学生か、

充実した高専生活を送れるように努力していきたいと思いますので、どうぞよろしくお願い

いたします。

コミュニケーション情報学科 横 井 久 美 子 （よこい くみこ）

これまで国立・私立４つの大学での勤務経験があり、公立大学の先生達との交流もありま

した。さて、今年度から、それらいずれとも異なる高専での勤務です。カリキュラムや制度

の違いはあっても、私はやはり基本は同じだと思います。ある調査では、中学３年の時の学

業状況がその後の人生観などの基礎となるという考察もありました。その後進んだ先が高

校・大学でも、高専とその専攻科であっても、学生一人一人が自分でしっかりとすることの

大切さは変わりません。学生が、受け身ではなく、主体的に「考えて」取り組むことを応援

します。
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コミュニケーション情報学科 杉 山 武 史 （すぎやま たけし）

10月よりコミュニケーション情報学科に着任した、杉山武史と申します。学科において

数学系、管理工学系の科目を担当しています。９月末までは筑波大学大学院ビジネス科学

研究科というところで、社会人大学院生に向け講義を行っておりました。“社会人学生”と

“高専学生”の違いに戸惑ってはおりますが、一方でその分だけ学べる事も多いかと考え、

やりがいを感じております。また、これまでの経験を活かし福島高専における教育をはじめ

とする様々な活動にて貢献してきたいと考えています、どうぞよろしくお願いします。

機械・電気システムエ学専攻 准教授 徐　　 艶 演 （じょ　えんひん）

平成24 年６月から特命教員として採用されました、専攻科機械・電気システムエ学の徐艶

潰と申します。「地域復興人材育成コース」の電気流通工学分野を担当しております。また、

本学校である「スマートグリッド実規模実験装置」プロジェクトに携わっております。再

生可能エネルギーである太陽光発電、風力発電及びガスエンジン、 蓄電池などを利用して、

災害時に自立運転により電力確保について研究しております。さらに、こちらの設備を利用

して、様々な実験にも行う予定であります。どうぞよろしくお願い申し上げます。

機械・電気システムエ学専攻 寅 川 資 朗 （じつかわ　しろう）

機械・電気システムエ学専攻（復興人材育成）に10月１日に着任しました。日本原子力研究

開発機構の出身ですので、所謂「原子力村」のメンバーだったことになります。不明を恥じ

ますが、第一原発で、あれ程の規模の事故が生じるとは予想の外でした。ところで、主な研

究領域は、核融合等の新型炉炉心材料の中性子照射損傷です。この知見は軽水炉安全性にも

有用で、その領域の活性化も試みましたが、様々な理由から国内では未だしです。これも含

め3.11 以前でも安全畦への取組みを増やせたはずと恟みます。本校を通じ、苛酷事故から

の復|日に寄与できればと考えます。

．ｙ
　
　

Ｘ

物質・環境システムエ学専攻 特命教授 霜 田 宜 久 （しもだ よしひさ）

６月16日に物質・環境システムエ学専攻の特命教授として赴任しました霜田宜久（よしひ

さ）です。これまで東京都で主としてまちづくりの仕事に携わってきました。その中でまち

づくりにとって重要な防災、減災といった視点からも様々な課題の対応に努めてきました。

それとともにこの40年間、多くの災害現場も見てきました。こうした経験をこれからの講義

や研究に生かしていきたいと考えております。また、地元いわき市の震災復興の役に立てた

らと考えております。

ｙ ４ ．

物質・環境システムエ学専攻 特命教授 佐 藤 正 知 （さとう せいち）

９月までは、北海道大学大学院工学研究院のエネルギー環境システム部門に所属、原子力

環境材料学研究室を担当し、主に放射陛廃棄物処分の研究に従事しておりました。ガラス固

化体の放射性核種閉じ込め性能、膨大な無機イオン交換体である深地中の花商岩等による放

射性核種の吸着特性、地層処分に用いられる不透水性の粘土（ベントナイト）中での核種移

動速度、セメント系材料の長期にわたる化学的耐久性、に関する評価研究です。

これまでの経験を生かし心機一転、福島高専での仕事を通じて、社会貢献でさればと考え

ています。

総務課長 石 川　　 白 （いしかわ きよし）

４月１日付けで明石高専から赴任いたしました。

福島高専の中で一番好きな風景は正門から坂を上りながら観る大木のヶヤキ・青年の像そ

して校舎、いいですねー。そんな中で仕事ができることに感謝をしています。

「がんばっぺ丿いわき！」のスローガン通り、皆様方が地震・津波・放射能・風評の四重

苦の中、50周年記念事業あるいは地域復興のためのセンター的機能整備事業等に一生懸命に

取り組んでいる姿を見るにつけ、少しでも福島高専のお役に立つようがんばる所存ですの

で、どうぞよろしくお願いいたします。

学生課長 高 橋 喜 一 （たかはし きいち）

このたび、学生課長に着任をしました高橋喜一です。福島大学での単身赴任の生活から３

年ぶりに、ふるさと「いわき」に戻りました。どうぞよろしくお願いいたします。着任して

からの時間の流れの速さを実感する毎日ですが、震災後の福島高専の新しい取組や多様化す

る業務への対応などが求められるなかで、これまでの経験や人との出会いを通して学んだ

ことを「糧」に、創造力と柔軟性を意識しながら、新鮮な気持ちで、日々の仕事に取り組み、

課員の皆さんと力を合わせながら、学生にとって身近な学生課、よりよい学生支援を目指し

ていきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。
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総務課 人事係 吉 田 隆 敬 （よしだ たかゆき）

２年前の春に国立高専機構本部へ異動となり今年の４月に再び福島高専へ赴任いたしました。

本部は全国高専の業務管理を担う部署ですが学校ではないため学生か身近におりませんO 今

回の赴任では福島高専の変わらない雰囲気を凄かしく感じるとともに若い学生のいる学校なら

ではの環境に改めて新鮮なものを感じました。校内で学生さんと挨拶を交わす何気ないことで

も学校が学生を育てていることを実感させてくれ、その運営に携わる自分の仕事の意義を再確

認できる思いです。これからも福島高専のために頑張りますのでよろしくお願いいたします。

総務課 総務企画係 箱 崎 ほ な み( はこざき ほなみ)

２月に採用されました総務課の箱崎ほなみです。着任してから、あっという問に半年以上

経ちましたが、周りの方々に温かく支えていただき、とても感謝しています。生まれ育った

地元｢ いわき｣ で働けてすごく嬉しいです。学生とは､なかなか触れ合う機会がありませんが、

先生方や学生の方々が快適な学校生活ができるよう、バックアップしていきたいと思います。

社会人としてまだまだ不慣れなことが多くご迷惑おかけすると思いますが、日々精進する

よう頑張りますので、よろしくお願いいたします。

学生課 教務係 大 内 健 介 （おおうち けんすけ）

２月１日付けで茨城大学工学部より本校に赴任いたしました。９年ぶりに出身地であるい

わきへ戻ってくることができ、大変嬉しく思っております。茨城大学でも教務や入試などの

学生と関わりのある業務を担当して参りましたが、大学生とは違う高専生の若々しいエネル

ギーを新鮮に感じながら慟いております。まだまだ至らない点も多く、学生や先生方にはご

迷惑をお掛けするかと思いますが、伝統ある福島高専のさらなる発展に少しでもお役に立て

るよう努めて参りますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

学 生 課 看 護 師 面 川 恵 美 （お も か わ え み ）

今 年の４月 に保健室 の看 護師として採用さ れまし た面川恵美です。

以 前は病院 の看護 師とし て勤務して おり 、学 校の看護師という 慣れない 環境で落ち 込む事も 多い で

す が、 学生さ んがどこで会 っても元 気に声を かけ てく れ、大 変励まさ れてい ます。高 専の学 生さんは

素 直で思い やり のある学 生さんばかり だと感じ ました。

学生 の皆さ んが、元気 に楽しく有 意義な学 生生 活を送 れるよう に 学生 さんを 支え ていける よう に

精一杯努力していき たい と思い ます｡至らない 部分もあ るかと 思い ますが､よ ろしく お願いい たします。
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学生課 学生支援係 八 木 貴 史 （やぎ たかし）

本年度４月から着任いたしました、学生課学生支援係の八木貴史と申します。福島高専の

事務職員として仕事をさせていただいております。着任後半年が経過し秋の季節となりまし

た。時の流れの速さにただただ驚いております。

これまで、自動車や自転車の登録に関する業務や就学支援金関係、アルバイト許可証発行

等の業務を行って参りました。

微力ではございますが、本校の発展に尽力して参る所存であります。今後ともよろしくお

願いいたします。

大変手短ではありますが、私の挨拶とさせていただきます。

モノづくり教育研究支援センター 福 崎　　 宏 （ふくざき ひろし）

２月１日付けで採用になりました福崎宏です。私は本校の機械工学科を卒業後､長年の間、

一般企業で勤務してまいりました。今回、技術職員として採用いただき、創立50 周年という

節目の年に戻ってくることができました事を大変光栄に感じております。現在は、主に機械

の実習や実験等を担当しています。企業で培ったスキルや経験を学生に上手く伝えられるよ

う、努力していく所存であります。教育機関という場所での業務は初めてですので、至らぬ

点が多々ありますが、ご指導、ご鞭穏のほど、よろしくお願いします。

ものづくり教育研究支援センター 谷 地 舘　　 藍 （やちだて あい）

“技術立国日本”と言われるように、資源の乏しい日本が国際競争力を維持するためには、

科学技術の発展が必要不可欠です。科学技術力は国の力であり、次世代を担うエンジニアの

卵である高専の学生は、国力の源であると私は考えます。そのような学生たちの人生のひと

時に関われることを誇りに思うと同時に身が引き締まる思いです。私自身福島高専の卒業生

であり、震災の影響で衰退していく福島を見過ごせないという思いがありました。l‘Made in

Fukushima”の物や人が世界で活躍できるよう日々尽力していきますので、宜しくお願い致

します。

物質工学科 鴨 下 祐 也

総務課 施設管理係長 斎 藤 栄 一（東北大学へ）

本校の教育・研究活動にご尽力頂きまして、御礼申し上げます。
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９月25日（火）に第一体育館を会場として、第７回となるミニ研究発表会を開催しました。

ミニ研究は､教員の設定したテーマに基づいて研究し､低学年のうちに「自分で調べる･考える･文章にまとめる･

報告する・人前で発表する」という過程を経験することにより、個々の能力を高めることを目的として、２年生

を対象に平成18年に導入されました。学生は、自分の所属する学科にとらわれずに、自身の興味や問題意識に基

づいてテーマを選択し、前期を通して取り組みます。これにより、一般教科や他学科の専門分野に触れることを

通して視野を広げ、柔軟な発想を持つことが期待されます。また、級友や友人以外の学生との共同作業を通して

コミ ュニケーションや交流の輪が広がることが期待されます。さらに、校外での活動や人前に出ることを通して

礼儀や常識を身につけることが期待されますO まさに、福島高専の特色ある教育の一つとなっていますO

今年度は、42 のテーマの下に205名の学生が取り組みました。時間割上では、木曜日と金曜日の７校時に開設

されましたが、時間を延長して放課後遅くまで取り組む姿や休日に登校して取り組む姿を多くみることができま

した。また、今年は例年以上に猛暑の夏でありましたが、夏休み期間中にも多くの学生が登校し、取り組む姿勢

をみることができました。

このように、一生懸命に取り組んだ成果を披露する発表会は、盛況のうちに終了しましたO ポスターによる発

表が原則ですが、作品の展示やパフォーマンス、コンピューターなどを用いた視覚に訴えるものを効果的に使う

発表が年々増加してきており、進化しています。そのため、発表会場の雰囲気にも明るく活気ある彩りを添えて

いるような印象を与えています。もちろん､内容についても年々進化しているテーマを多くみることができます。

初めて聴講した教員の感想として、「２年生で取り組む内容としては、すごいO」という驚嘆の声に、そのことが

表れています。

実験や調査にはまだ不慣れなところが多い２年生ではありますが､それをカバーする「真面目さ」と「素直さ」、

「継続する姿勢」により、多くの学生が発表するに相応しい成果をあげることができたと思います。今後の学生

生活において、今回の経験を活かす場面が必ずありますO 課題・レポートの作成、実験・演習、卒業研究をはじ

め、毎日の学習を継続することに活かしていってもらいたいと思います。

発表会には、平日の開催にもかかわらず多くの保護者の皆様にご来場いただき、聴講していただきました。ま

た、来年度取り組む１年生の姿も多くみることができました。さらに、多くの教職員の方々にも聴講と評価に参

加していただきました。そして何より、根気強く熱心にご指導いただきましたミニ研究担当の先生方のお力添え

により、無事に発表会まで終了することができました。

皆様に感謝申し上げます。ありがとうございましたO
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吸 収惨壽大ﾌ会゚ﾉ
一 昨年 度 から 学 生会 執行 部と 体育 委員 会か 協力 して、 校内 体育大 会を

「全員 参加 でよ り 面白 く」 しよう と、 他高専 の 視察 や会議 の 回数を 増 や

し、 種目 等 の改善 を計 画し てき まし た。 具 体的 には、 学 生会 予算 による

大 会 への支 援や 雨天 時の マニ ュア ル作 成、 事前 の 選手登 録、 新し い 意外

性 のあ る 種目 として 障害 物競 争、 大縄 跳び など の導 入を 行い まし た。

今 年の 体育 大会 は､朝 から 雨 模様で 雨の 大会 マニ ュア ルで 行い まし た。

反省 点はい ろ いろあ り ます が、 新しい 種目 で の導 入な どで 盛り 上がり ま

し た。 また多 く の学生 か大 会 の運 営に協 力し たこ とも あり、 と ても 充 実
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冪49 回乗 北ﾉ地区ﾑ
幕冪 体舞ヶ大会

７月６日から８日に、本校と秋田高専が主管校として標記大会を開催しま

した。福島大会では、陸上競技・バスケットボール・卓球・剣道・テニス・

バドミントンの競技を行いました。また、10月12日から16日には、ラグビー

フットボール競技を実施しました。

大会の結果は、16ページ「クラブ活動等の結果」をご覧下さい。

-

ﾚﾚ言 アイデア対決ﾉ=・全暉|高等専門学校･

個 巾ロボつツトゴンjテス14j20↑２∧

(東北地区大会)，
10月28日に、いわき市総合体育館を会場にアイデア対決・全国高等専門学校ロボットコンテ

スト2012の東北地区大会を開催しました。今年の課題は『ベスト・ペット』でした。東北地区

の高専６校７キャンパスから14チームが参加し、出来ばえを競いました。本校から２チームが

出場しました。

【本　 校】

Ａチーム　9uick Sh00ter （クイックシューター ）

指導教員　 鈴木 茂和

選 手 名　 飯塚 将太 ・岩本 慎太郎・小野 敬裕

ＢチームTree hopper （ツリ一ホッパー）

指導教員　 山本 敏和

選 手 名　 清水 治憲・藤井 樹・門井 幸太

残念ながら２チームとも２回戦で敗退してしまいました。

【全国 大会出 場 校】

優　　 勝　 一 関 工業高 等専 門学 校 Ｂ

椀 子 兄弟 （ワン コ キョウ ダ イ）

準 優 勝　 仙 台 高等専 門学 校 （広 瀬）A

CAME 正宗 （カ メマ サム ネ）

ア イデア 賞　 仙台 高等専 門 学校 （名 取） Ａ

ササ リー

３０ 丿･だよ,ル,心
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創立50 周 年記 念 式典を10 月20 日 、い わき 芸術 文化 交 流館F アリ オ ス」で 挙

行 しま し た。 来 賓、 ＯＢ 教職 員、 同 窓生、 在校 生、 保護 者、 一般 市民 な ど約

1500名 が出 席し 、節目 を 祝うこ と がで きまし た。

式典 で は、 奈良 校長 が、［社会 や 地 域に 必要 と さ れ、 い わ き から 世 界へ 活

躍 でき る 人 材の 育成 を めざ し たい｡ ］ と式 辞を 述 べ まし た。 来賓 の田 中 員紀

子 文部 科 学省 大 臣 （代 理 ：坂 東 久美 子 高等 教 育局 長 ）、 独立 法 人国 立 高等 専

門学 校 機構 理事 長小畑 秀文 （代 理: 木谷 雅人 理事 ）、 佐藤 雄平 福島県 知 事 （代

理 ：村 田文 雄團 知事）、 渡 辺 敬夫い わき 市長 （代 理 ：鈴木 英司 副市 長）、 新 原

皓一 長 岡技 術科 学大学 長 から 祝辞を 頂き まし た。

在 校生 を 代 表し 、 学 生会 長 の 高 橋雄 一 君 （電 気 工 学科 ５ 年 ） が、「 福島、

東北 の 復興 、 さら に は日 本と 世 界の 発展 に 貢献 で きる 職 業人 にな れるよ う 、

学業、 部 活動 、地 域活 動な どに 日々 真 剣に取り 組 み、 自己 啓発 に努 力 するこ

とを 誓う｡ 」 と 在校生を 代表 し て復 興へ の誓い を力 強く 述 ぺまし た。

式 典後 に は、工 業化 学科 １回 生 の佐 藤辰 彦 氏 （創成 国 際特許 事務 所長 、弁

理士、 学 術博 士）を 講 師に 迎え、 記 念講 演会を 開 催し まし た。 講演 では 「日

本、 世 界、 そ して 未来を つく る 若者 たち へ」を テ ーマ に、 高専 時代を 振り 返

る と とも に、 次世代 を担 う 後輩 たち ヘエ ールを 送り ま した。

記 念 講演 会 の後。 い わき ワ シン ト ン ホテ ル 椿山 荘 で、 約300 名 が集 い、 記

念 祝 賀会 が盛 大に行 わ れまし た。

４ 乙
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